
1 西晋恵帝期における皇太弟冊立と羊皇后（小池）

西
晋
恵
帝
期
に
お
け
る
皇
太
弟
冊
立
と
羊
皇
后

小
　
池
　
直
　
子

は
じ
め
に

『
白
虎
通
義
』
巻
三 

封
公
侯
の

国
在
立
太
子
者
、
防
簒
煞
、
圧
臣
子
之
乱
也
。

と
い
う
一
文
に
示
さ
れ
る
と
お
り
、
立
太
子
の
目
的
は
帝
位
簒
奪
を

阻
止
し
、
皇
帝
崩
御
に
と
も
な
う
混
乱
を
防
止
し
て
、
王
朝
存
続
を

は
か
る
こ
と
に
あ
る
。
皇
帝
に
実
子
な
き
場
合
、『
礼
記
』
檀
弓
上

の
「
兄
弟
の
子
は
な
お
子
の
ご
と
し
」
と
い
う
一
文
を
拠
り
所
と
し

て
、
甥
を
帝
嗣
に
迎
え
る
こ
と
が
礼
に
適
う
も
の
と
さ
れ
て
き
た）
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（

。

し
か
し
、
晋
の
事
情
は
や
や
異
な
る
。
趙
翼
『
廿
二
史
劄
記
』
に

晋
司
馬
師
・
司
馬
昭
相
継
専
魏
政
、
是
開
国
時
已
兄
弟
相
継
。
後

恵
帝
以
太
子
太
孫
倶
薨
、
立
弟
予
章
王
熾
為
皇
太
弟
、
即
位
、
是

為
懐
帝
。 

（
巻
八
「
晋
帝
多
兄
終
弟
及
」
条
）

と
あ
る
よ
う
に
、
司
馬
氏
政
権
に
は
兄
弟
間
の
継
承
が
多
か
っ
た
の

で
あ
る
。
趙
翼
は
さ
ら
に
、「
皇
太
弟
」
な
る
称
号
が
西
晋
恵
帝
期

に
出
現
し
た
こ
と
に
も
ふ
れ
、
兄
弟
間
の
帝
位
継
承
と
い
う
観
点
か

ら
晋
朝
の
特
質
を
示
唆
し
た
の
で
あ
っ
た
（
同
書
巻
一
四
「
皇
太
弟
」

条
）。
恵
帝
に
は
複
数
の
甥
が
存
在
し
た
に
も
拘
わ
ら
ず
、「
皇
太
弟
」

な
る
称
号
が
作
出
さ
れ
た
の
は
何
故
で
あ
ろ
う
か
。

近
年
、
こ
の
問
題
に
注
目
し
た
論
考
が
相
次
い
で
発
表
さ
れ
て
い

る）
2
（

。
た
と
え
ば
龐
駿
氏
は
、
多
く
の
諸
王
が
帝
位
を
狙
う
な
か
、
他

者
を
牽
制
し
自
身
の
立
場
を
喧
伝
す
る
た
め
に
「
皇
太
弟
」
称
が
用

い
ら
れ
た
と
説
明
す
る
。
三
田
辰
彦
氏
は
、
皇
太
弟
冊
立
の
推
進
者

と
目
さ
れ
る
河
間
王
顒
の
血
縁
関
係
に
注
意
を
促
す
。
岡
部
毅
史
氏

は
、
皇
太
弟
出
現
の
背
景
に
存
す
る
兄
弟
相
続
容
認
の
社
会
情
勢
と

司
馬
氏
特
有
の
継
承
事
情
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
興
味
深
い
事
実
に

ふ
れ
た
の
は
、
姜
望
来
氏
で
あ
る
。
氏
に
よ
れ
ば
、
東
晋
・
南
朝
に

も
兄
弟
間
の
継
承
は
あ
っ
た
が
、
新
た
な
称
号
を
作
っ
て
ま
で
、
先

帝
崩
御
前
に
弟
へ
の
継
承
を
定
め
た
の
は
西
晋
の
み
で
あ
っ
た
と
い

う
。
た
だ
し
、
氏
は
そ
の
理
由
を
明
ら
か
に
し
て
は
い
な
い
。

集
刊
東
洋
学 

第
一
一
六
号 

平
成
二
十
九
年
一
月 

一

－

二
四
頁



2

気
に
な
る
点
は
他
に
も
あ
る
。
賈
皇
后
誅
滅
後
の
永
康
元

（
三
〇
〇
）
年
一
一
月
、
皇
后
と
な
っ
た
羊
氏
は
、
恵
帝
が
崩
御
す

る
光
煕
元
年
（
三
〇
六
）
一
一
月
ま
で
の
六
年
間
に
、
五
度
廃
位
さ

れ
そ
の
都
度
復
位
し
た
。『
晋
書
』
巻
四 

恵
帝
紀
永
興
元
（
三
〇
四
）

年
条
に

二
月
乙
酉
、
廃
皇
后
羊
氏
、
幽
于
金
墉
城
、
黜
皇
太
子
覃
復
為
清

河
王
。
…
…
（
七
月
）
戊
戌
、
大
赦
、
復
皇
后
羊
氏
及
皇
太
子
覃
。

…
…
（
八
月
戊
辰
）
廃
皇
后
羊
氏
及
皇
太
子
覃
。

と
記
さ
れ
る
と
お
り
、
皇
太
子
の
清
河
王
覃
も
ま
た
、
羊
后
と
と
も

に
廃
位
・
復
位
を
繰
り
返
し
た
。
二
名
の
皇
太
弟
（
成
都
王
穎
と
予

章
王
熾
）
が
冊
立
さ
れ
た
の
は
、
丁
度
こ
の
頃
で
あ
る
。
し
た
が
っ

て
、
皇
太
弟
出
現
と
皇
后
の
廃
位
・
復
位
に
は
関
連
が
疑
わ
れ
る
が
、

こ
れ
に
言
及
し
た
論
攷
は
な
い
。
羊
皇
后
そ
の
人
に
つ
い
て
は
、
胡

志
佳
氏
、
高
茂
平
・
劉
清
氏
、
胡
暁
明
氏
に
よ
る
考
察
が
あ
る）

3
（

。
い

ず
れ
も
、
晋
末
の
動
乱
に
翻
弄
さ
れ
た
羊
献
容
と
い
う
一
女
性
を
論

じ
て
は
い
る
が
、
皇
太
弟
出
現
と
の
関
係
に
は
ふ
れ
て
い
な
い
。

度
重
な
る
皇
后
の
廃
位
と
皇
太
弟
の
登
場
に
は
関
連
が
あ
っ
た
の

で
あ
ろ
う
か
。
本
稿
は
こ
れ
を
見
極
め
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
「
皇
太
弟
」
な
る
称
号
を
生
ん
だ
西
晋
王
朝
の
政
権
継
承
の

特
質
を
解
明
す
る
こ
と
を
、
最
終
的
な
目
標
と
す
る
。

一
、
皇
太
弟
冊
立
と
羊
皇
后

　

⑴
皇
太
弟
冊
立
案
（
淮
南
王
允
の
場
合
）

最
初
に
皇
太
弟
と
し
て
名
が
挙
が
っ
た
の
は
、
武
帝
の
第
十
男）

4
（

、

二
十
九
歳
の
淮
南
王
允
で
あ
っ
た
。『
資
治
通
鑑
』
巻
八
三 

晋
紀
五 

恵
帝
永
康
元
年
条
に

太
子
遹
之
廃
也
、
将
立
淮
南
王
允
為
太
弟
、
議
者
不
合
。

と
あ
り
、『
晋
書
』
巻
六
四 

司
馬
允
伝
に

初
愍
懐
之
廃
、
議
者
将
立
允
為
太
弟
。
会
趙
王
倫
廃
賈
后
、
詔
遂

以
允
為
驃
騎
將
軍
・
開
府
儀
同
三
司
、
侍
中
・
都
督
如
故
、
領
中

護
軍
。

と
あ
る
と
お
り
、
こ
の
立
太
弟
は
実
現
せ
ず
、
允
は
驃
騎
将
軍
・
開

府
儀
同
三
司
・
侍
中
と
な
っ
た
。
引
用
文
中
の
傍
線
部
に
よ
れ
ば
、

立
太
弟
案
は
賈
后
失
脚
の
頃
に
浮
上
し
た
よ
う
だ
が
、
賈
后
の
在
位

中
か
否
か
が
定
か
で
は
な
い
。
そ
こ
で
『
晋
書
』
巻
四 

恵
帝
紀
を

も
と
に
、
事
態
の
推
移
を
以
下
に
整
理
す
る
。

⒜　

 

元
康
九
（
二
九
九
）
年
一
二
月
壬
戌
（
30
日
）
皇
太
子
遹
廃
位

⒝　
 

永
康
元
（
三
〇
〇
）
年
三
月
癸
未
（
22
日
）
遹
殺
害
さ
れ
る

⒞　

永
康
元
（
〃
）
年
四
月
癸
巳
（
3
日
）
賈
后
廃
位

⒟　

永
康
元
（
〃
）
年
四
月
甲
午
（
4
日
）
遹
、
皇
太
子
位
追
復

⒠　

永
康
元
（
〃
）
年
四
月
丁
酉
（
7
日
）
允
は
驃
騎
将
軍
に

⒡　

永
康
元
（
〃
）
年
四
月
己
亥
（
9
日
）
賈
后
鴆
殺
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⒢　

永
康
元
（
〃
）
年
五
月
己
巳
（
9
日
）
臧
が
皇
太
孫
に

ま
ず
、
允
の
立
太
弟
案
浮
上
と
驃
騎
将
軍
就
任
の
順
序
は
確
定
し

て
い
る
の
で
、
允
の
名
が
挙
が
っ
た
の
は
、
⒠
以
前
と
定
ま
る
。
皇

太
子
位
追
復
⒟
は
、
遹
の
名
誉
を
回
復
し
そ
の
子
・
臧
の
皇
太
孫
冊

立
を
企
図
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で）

5
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、
皇
太
孫
冊
立
は
こ
の
時

点
で
ほ
ぼ
決
定
し
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
⒞
⒟
間
は
僅
か
一
日
、
賈

后
失
脚
と
い
う
事
態
の
重
大
性
か
ら
み
て
も
、
こ
の
間
に
立
太
弟
案

を
審
議
す
る
時
間
的
余
裕
が
あ
っ
た
と
は
考
え
難
い
。
つ
ま
り
、
立

太
弟
案
浮
上
の
時
期
は
⒞
よ
り
前
と
み
な
し
て
よ
か
ろ
う
。

一
方
⒝
に
つ
い
て
は
、
前
掲
の
恵
帝
紀
や
『
資
治
通
鑑
』
に
三
月

癸
未
（
二
二
日
）
の
こ
と
と
あ
る
が
、『
太
平
御
覧
』
巻
一
四
八　

皇
親
部
一
四　

太
子
三
所
引
『
王
隠
晋
書
』
に
は

賈
后
与
賈
謐
等
謀
早
害
太
子
、
絶
民
望
。
三
月
十
四
日
、
矯
詔
使

小
黄
門
孫
慮
害
太
子
。

と
あ
り
、三
月
一
四
日
（
乙
亥
）
の
出
来
事
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

と
す
れ
ば
、
⒜
⒝
間
は
七
十
三
〜
八
十
一
日
、
⒝
⒞
間
は
十
日
〜

十
八
日
と
い
う
幅
を
も
っ
て
推
定
し
て
お
く
必
要
が
あ
り
、
い
ず
れ

で
あ
っ
て
も
、
皇
太
弟
冊
立
を
審
議
す
る
の
は
可
能
で
あ
る
。
よ
っ

て
、
司
馬
允
の
立
太
弟
案
は
、
賈
后
廃
位
直
前
の
三
ヶ
月
以
内
に
出

さ
れ
た
も
の
と
推
定
す
る
に
と
ど
め
る
。
允
の
立
太
弟
案
は
賈
后
在

位
中
に
出
さ
れ
た
も
の
の
、
実
現
を
み
な
か
っ
た
の
で
あ
る）

6
（

。

　

⑵
羊
皇
后
と
皇
太
弟
（
成
都
王
穎
、
予
章
王
熾
の
場
合
）

成
都
王
穎
と
予
章
王
熾
は
、
い
か
な
る
状
況
の
も
と
で
皇
太
弟
と

な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
羊
皇
后
の
廃
位
・
復
位
と
の
関
連
性
を
明

確
に
す
る
た
め
、
帝
嗣
に
関
わ
る
事
態
の
推
移
を
A
〜
K
の
順
に
記

し
、
羊
皇
后
に
関
わ
る
事
項
①
〜
⑪
を
加
え
て
、﹇
表
一
﹈
を
作
成

し
た
（
表
や
図
は
本
稿
末
尾
を
参
照
）。

穎
の
皇
太
弟
冊
立
（
G
）
は
、
永
安
元
（
三
〇
四
）
年
三
月
戊
申

（
一
一
日
）
の
こ
と
で
あ
る
。『
晋
書
』
巻
五
九 

成
都
王
穎
伝
に

河
間
王
顒
表
穎
宜
為
儲
副
、
遂
廃
太
子
覃
、
立
穎
為
皇
太
弟
。

と
あ
る
と
お
り
、
こ
の
立
太
弟
を
推
進
し
た
の
は
河
間
王
顒
で
あ
っ

た
。
こ
の
時
点
で
羊
皇
后
は
廃
位
さ
れ
て
い
た
か
ら
（
④
）、
皇
后

不
在
の
状
況
下
で
初
の
皇
太
弟
は
誕
生
し
た
の
で
あ
る
。

で
は
、
予
章
王
熾
の
場
合
（
J
）
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
。
羊
氏
は

一
ヶ
月
ほ
ど
前
に
復
位
し
て
い
た
た
め
（
⑦
）、
こ
の
場
合
は
、
皇

后
在
位
中
に
皇
太
弟
が
冊
立
さ
れ
た
か
に
見
え
る
。
し
か
し
な
が
ら

J
に
つ
い
て
、
同
巻
四 

恵
帝
紀
永
興
元
（
三
〇
四
）
年
条
に
は

十
二
月
丁
亥
、
詔
曰
「
天
禍
晋
邦
、
冢
嗣
莫
継
。
成
都
王
穎
自
在

儲
貳
、
政
績
虧
損
、
四
海
失
望
、
不
可
承
重
、
其
以
王
還
第
。
予

章
王
熾
先
帝
愛
子
、
令
問
日
新
、
四
海
注
意
、
今
以
為
皇
太
弟
、

以
隆
我
晋
邦
（
後
略
）」。
大
赦
、
改
元
。

と
あ
る
。
詔
に
は
、
衆
望
を
失
っ
た
成
都
王
穎
を
廃
し
て
予
章
王
熾

を
皇
太
弟
に
冊
立
す
る
と
あ
り
、
そ
の
直
前
に
皇
太
子
で
あ
っ
た
は



4

ず
の
覃
に
つ
い
て
は
言
及
が
な
い
。
同
巻
五
九 

成
都
王
穎
伝
に
も

（
河
間
王
）
顒
廃
穎
帰
藩
、
以
予
章
王
為
皇
太
弟
。

と
あ
り
、
穎
の
廃
位
と
熾
の
立
太
弟
は
、
連
続
す
る
出
来
事
で
あ
っ

た
か
に
記
さ
れ
て
い
る
。
ど
う
や
ら
立
太
弟
の
推
進
者
で
あ
る
河
間

王
顒
は
、
皇
太
弟
位
が
成
都
王
穎
か
ら
予
章
王
熾
へ
移
っ
た
も
の
と

み
な
し
て
お
り
、
皇
太
子
覃
の
復
位
（
H
）
を
認
め
て
い
な
か
っ
た

よ
う
な
の
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
、皇
太
子
覃
と
羊
皇
后
の
復
位
（
⑤
・

H
）
に
つ
い
て
、
同
巻
四 
恵
帝
紀
永
興
元
年
条
に
は

秋
七
月
丙
申
朔
、
右
衛
将
軍
陳
眕
以
詔
召
百
僚
入
殿
中
、
因
勒
兵

討
成
都
王
穎
。
戊
戌
、
大
赦
、
復
皇
后
羊
氏
及
皇
太
子
覃
。

と
あ
る
。
陳
眕
ら
の
行
動
は
皇
太
弟
と
成
都
王
穎
と
を
認
め
な
い
と

い
う
意
思
表
示
で
あ
り
、
立
太
弟
を
推
進
し
た
河
間
王
顒
へ
の
反
発

を
意
味
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
逆
に
、
顒
の
部
将
・
張
方
に
よ
る
羊

皇
后
廃
位
（
⑥
）
は
、H
を
無
効
と
す
る
行
動
の
ご
と
く
に
見
え
る
。

な
ら
ば
、
顒
が
、
⑤
お
よ
び
H
を
認
め
な
い
の
は
当
然
な
の
で
あ
る
。

さ
て
、恵
帝
が
長
安
に
遷
っ
た
際
の
羊
后
復
位
（
⑦
）
で
あ
る
が
、

同
巻
三
一 

恵
羊
皇
后
伝
に

張
方
入
洛
、
又
廃
后
。
方
逼
遷
大
駕
幸
長
安
、
留
台
復
后
位
。

と
あ
る
と
お
り
、
羊
后
は
「
留
台
」
に
よ
っ
て
復
位
し
た
。
同
巻
四 

恵
帝
紀
の
永
興
元
年
一
一
月
条
に

唯
僕
射
荀
藩
・
司
隷
劉
暾
・
太
常
鄭
球
・
河
南
尹
周
馥
与
其
遺
官

在
洛
陽
、
為
留
台
、
承
制
行
事
、
号
為
東
西
台
焉
。
丙
午
、
留
台

大
赦
、
改
元
復
為
永
安
。
辛
丑
、
復
皇
后
羊
氏
。

と
あ
る
と
お
り
、「
留
台
」
と
は
、
皇
帝
不
在
の
洛
陽
に
在
っ
て
、

皇
帝
の
代
行
を
委
任
さ
れ
た
（「
承
制
行
事
」）
統
治
組
織
の
こ
と
で

あ
る
。
荀
藩
や
劉
暾
ら
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
た
洛
陽
の
留
台
は
、
長

安
に
い
る
恵
帝
の
意
を
受
け
た
正
式
な
統
治
機
構
で
あ
っ
た
と
み
て

よ
い）

7
（

。
だ
が
、
洛
陽
留
台
に
よ
る
羊
皇
后
復
位
に
限
っ
て
は
や
や
特

異
な
状
況
が
み
て
と
れ
、
は
た
し
て
「
承
制
」
に
も
と
づ
く
正
統
な

行
為
と
み
な
さ
れ
て
い
た
の
か
と
い
う
点
に
疑
問
が
残
る
。

と
い
う
の
も
、
恵
帝
紀
の
「
丙
午
、
留
台
大
赦
、
改
元
復
為
永
安
。

辛
丑
、
復
皇
后
羊
氏
」
と
い
う
部
分
に
注
目
す
る
と
、
校
勘
記
の
指

摘
の
と
お
り
一
一
月
丙
午
は
一
二
日
、
辛
丑
は
七
日
で
あ
る
か
ら
、

実
際
の
大
赦
・
改
元
は
皇
后
復
位
の
あ
と
に
行
わ
れ
て
い
た
の
で
あ

る
。
こ
の
数
日
、
重
大
事
は
他
に
み
あ
た
ら
な
い
の
で
、
一
二
日
の

大
赦
・
改
元
は
、
七
日
の
皇
后
復
位
を
機
と
す
る
も
の
と
考
え
て
よ

か
ろ
う
。
そ
の
一
方
で
、
予
章
王
熾
の
立
太
弟
を
宣
し
た
一
二
月
丁

亥
（
二
四
日
）
の
詔
（
前
掲
）
の
直
後
に
も
「
大
赦
、改
元
」
と
あ
っ

た
こ
と
を
想
起
し
た
い
。一
一
月
丙
午
の
改
元
か
ら
四
十
一
日
後
に
、

同
じ
君
主
を
仰
ぐ
は
ず
の
政
権
が
、長
安
で
も
改
元
を
行
っ
て
い
る
。

し
か
も
こ
の
年
は
、正
月
の
長
沙
王
乂
失
脚
の
際
に
永
安
と
改
元
し
、

七
月
、「
蕩
陰
の
役
」
に
敗
れ
帰
京
し
た
恵
帝
が
建
武
と
改
元
、
さ

ら
に
一
一
月
、
羊
氏
復
位
に
と
も
な
い
留
台
が
永
安
に
復
し
た
と
い

う
経
緯
が
あ
っ
た
。
そ
の
う
え
一
二
月
に
も
改
元
を
す
る
の
は
、
い
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さ
さ
か
頻
度
が
高
い
の
で
は
な
い
か
。
一
二
月
丁
亥
詔
は
、
一
一
月

丙
午
に
洛
陽
留
台
が
お
こ
な
っ
た
大
赦
・
改
元
を
無
効
と
す
る
た
め

に
、
長
安
に
い
た
河
間
王
顒
が
主
導
し
た
も
の
と
疑
わ
れ
る
の
で
あ

る
。あ

わ
せ
て
考
慮
す
べ
き
は
、
河
間
王
顒
お
よ
び
そ
の
部
将
・
張
方

と
洛
陽
留
台
と
の
関
係
で
あ
る
。『
晋
書
』
巻
六
〇 

張
方
伝
を
は
じ

め
と
す
る
諸
史
料
に
よ
る
限
り
、永
安
元
（
三
〇
四
）
年
七
月
の
「
蕩

陰
の
役
」
か
ら
一
一
月
の
恵
帝
の
長
安
行
幸
に
い
た
る
ま
で
、
河
間

王
顒
と
張
方
と
の
間
に
、対
立
や
離
反
が
生
じ
て
い
た
形
跡
は
な
い
。

両
者
の
関
係
は
良
好
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
張
方
に
よ
る
羊
皇

后
廃
位
（
⑥
）
や
皇
太
子
覃
の
廃
位
（
I
）
は
、
そ
の
派
遣
者
た
る

河
間
王
顒
の
意
を
汲
ん
だ
も
の
と
み
て
よ
い
。
一
方
、
張
方
が
恵
帝

を
連
れ
長
安
に
向
か
っ
た
途
端
、留
台
は
羊
皇
后
を
復
位
さ
せ（
⑦
）、

対
し
て
こ
れ
を
無
効
と
す
る
か
の
如
く
、
河
間
王
顒
は
長
安
で
恵
帝

を
確
保
し
、
一
二
月
丁
亥
詔
を
利
用
し
て
、
前
述
の
帝
嗣
交
替

（
J
）
と
改
元
と
を
実
行
し
た
。
こ
の
経
緯
か
ら
み
て
、「
東
西
台
」

と
称
さ
れ
た
洛
陽
留
台
と
長
安
の
河
間
王
顒
（
お
よ
び
張
方
）
の
府

は
、
恵
帝
を
支
え
る
両
輪
を
為
し
た
と
は
い
い
難
く
、
む
し
ろ
競
合

関
係
に
あ
っ
た
と
み
る
べ
き
で
あ
る
。
顒
は
、
留
台
に
よ
る
羊
皇
后

復
位
（
⑦
）
を
認
め
ず
、
羊
皇
后
を
無
視
し
て
立
太
弟
を
推
進
し
た

と
い
う
の
が
、
実
情
に
近
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

以
上
を
要
す
る
に
、
永
安
元
（
三
〇
四
）
年
三
月
戊
申
、
成
都
王

穎
が
皇
太
弟
に
な
っ
た
と
き
（
G
）、
羊
皇
后
は
廃
位
さ
れ
皇
后
位

は
空
位
で
あ
っ
た
。
ま
た
同
年
七
月
の
羊
氏
復
位
（
⑤
）
と
一
一
月

の
羊
氏
復
位
（
⑦
）
を
河
間
王
顒
は
認
め
ず
、
一
二
月
丁
亥
、
皇
太

弟
（
予
章
王
熾
）
の
冊
立
（
J
）
に
至
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
う
し

て
二
名
の
皇
太
弟
冊
立
は
、
皇
后
不
在
、
も
し
く
は
復
位
非
公
認
の

状
況
下
で
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

　

⑶
羊
皇
后
と
河
間
王
顒

予
章
王
熾
が
皇
太
弟
に
冊
立
さ
れ
た
の
ち
も
な
お
、
羊
皇
后
は
諸

勢
力
に
よ
る
復
位
と
廃
位
の
対
象
と
な
る
。
永
興
二
（
三
〇
五
）
年

四
月
、
張
方
が
ま
た
も
や
羊
皇
后
を
廃
位
し
た
（
⑧
）。
同
年
一
一

月
に
、
立
節
将
軍
の
周
權
な
る
人
物
に
よ
っ
て
羊
皇
后
は
復
位
し

（
⑩
）、
直
後
に
洛
陽
県
令
の
何
喬
が
周
權
を
殺
害
し
て
羊
皇
后
は
廃

位
さ
れ
た
（
⑪
）。
周
權
お
よ
び
何
喬
の
意
図
は
判
然
と
し
な
い
が
、

皇
后
の
権
威
は
、
洛
陽
県
令
に
廃
位
さ
れ
る
ほ
ど
軽
ん
じ
ら
れ
て
い

た
の
で
あ
る
。
加
え
て
、
こ
の
七
ヶ
月
間
（
⑨
か
ら
⑩
⑪
）
に
、
羊

皇
后
の
存
在
を
利
用
し
た
別
の
動
き
も
あ
っ
た
。『
資
治
通
鑑
』
に

よ
れ
ば
、
永
興
二
（
三
〇
五
）
年
四
月
、
秦
州
州
治
の
冀
城
に
籠
城

す
る
刺
史
の
皇
甫
重
ら
が
、
皇
后
令
を
使
っ
た
挙
兵
を
試
み
た
の
で

あ
る
。
結
局
、
羊
皇
后
の
令
は
発
せ
ら
れ
る
こ
と
な
く
反
乱
は
未
遂

に
終
わ
っ
た
が
（『
晋
書
』
巻
六
〇 

皇
甫
重
伝
）、
そ
も
そ
も
皇
甫

重
と
は
、
同
巻
四 

恵
帝
紀
永
興
元
（
三
〇
四
）
年
正
月
条
に

成
都
王
穎
自
鄴
諷
于
帝
、
乃
大
赦
、
改
元
為
永
安
。
帝
逼
于
河
間
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王
顒
、
密
詔
雍
州
刺
史
劉
沈
・
秦
州
刺
史
皇
甫
重
以
討
之
。

と
あ
る
よ
う
に
、
恵
帝
の
意
を
受
け
て
河
間
王
顒
討
伐
に
動
い
て
い

た
人
物
で
あ
る
。
恵
帝
が
長
安
で
河
間
王
顒
に
押
さ
え
ら
れ
て
し

ま
っ
た
た
め
、
彼
は
冀
城
に
立
て
籠
も
り
、
状
況
の
打
開
を
は
か
ろ

う
と
皇
后
令
を
利
用
す
る
と
い
う
「
奇
策
」
に
出
た
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
、
皇
太
弟
冊
立
（
三
〇
四
年
）
以
降
、
羊
后
復
位
の

背
後
に
は
、
周
權
に
よ
る
も
の
を
除
き
、
河
間
王
顒
へ
の
反
発
と
い

う
共
通
の
動
機
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
対
す
る
顒
も
一

貫
し
て
羊
后
復
位
を
認
め
ず
、『
晋
書
』
巻
三
一 

恵
羊
皇
后
伝
に

永
興
初
、
張
方
又
廃
后
。
河
間
王
顒
矯
詔
、
以
后
屢
為
姦
人
所
立
、

遣
尚
書
田
淑
敕
留
台
賜
后
死
。
詔
書
累
至
、
司
隷
校
尉
劉
暾
与
尚

書
僕
射
荀
藩
・
河
南
尹
周
馥
馳
上
奏
曰
「
略
」。
顒
見
表
大
怒
、

乃
遣
陳
顏
・
呂
朗
東
収
暾
。
暾
奔
青
州
、
后
遂
得
免
。

と
あ
る
と
お
り
、矯
詔
を
用
い
て
羊
氏
殺
害
の
挙
に
出
る
に
至
っ
た
。

洛
陽
留
台
の
劉
暾
が
こ
れ
を
阻
止
し
た
も
の
の
、
劉
暾
は
河
間
王
の

怒
り
を
買
い
、
つ
い
に
は
青
州
に
逃
亡
す
る
事
態
と
な
っ
た
。

そ
れ
に
し
て
も
、羊
后
復
位
に
躍
起
と
な
る
人
々
が
次
々
と
現
れ
、

河
間
王
が
、
こ
れ
に
一
々
対
処
し
た
の
は
何
故
で
あ
ろ
う
。
さ
き
の

引
用
文
中
で
省
略
し
た
劉
暾
ら
の
上
表
に
「
羊
庶
人
門
戸
残
破
、
廃

放
空
宮
、
門
禁
峻
密
、
若
絶
天
地
」
と
あ
る
と
お
り
、
当
時
の
羊
氏

は
権
力
を
振
る
い
得
る
状
態
に
は
な
か
っ
た
。
復
位
は
こ
と
ご
と
く

覆
さ
れ
、
羊
后
の
令
を
利
用
し
よ
う
と
す
る
奇
策
も
失
敗
に
お
わ
っ

た
。
そ
の
地
位
は
洛
陽
県
令
に
廃
さ
れ
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
か
ら
、
仮

に
復
位
に
成
功
し
て
も
、
覆
す
の
は
た
や
す
い
。
羊
献
容
と
い
う
一

女
性
の
存
在
に
、人
々
が
固
執
す
る
理
由
が
わ
か
ら
な
い
の
で
あ
る
。

先
学
の
研
究
に
お
い
て
は
、
羊
皇
后
は
政
争
に
巻
き
込
ま
れ
た
に

過
ぎ
ず
、
そ
の
存
在
自
体
が
対
立
の
争
点
と
な
っ
た
わ
け
で
は
な
い

と
説
明
さ
れ
て
き
た）

8
（

。
し
か
し
こ
れ
で
は
、
留
台
と
い
う
大
権
を
失

う
危
険
を
お
か
し
て
ま
で
羊
氏
を
守
ら
ん
と
し
た
、
劉
暾
の
よ
う
な

人
物
の
出
現
を
説
明
で
き
な
い
。
羊
后
復
位
に
尽
力
し
た
人
々
の
真

意
を
探
る
た
め
に
は
、
む
し
ろ
皇
太
弟
冊
立
の
動
き
を
視
野
に
入
れ

る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
賈
后
在
位
中
に
提
案
さ
れ
た
司
馬
允
の
立
太
弟

が
実
現
を
見
ず
、
河
間
王
が
主
導
し
た
両
皇
太
弟
冊
立
は
、
と
も
に

羊
后
不
在
の
お
り
に
実
行
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
皇
后
の
存
否
と

皇
太
弟
冊
立
に
は
関
連
性
が
う
か
が
え
る
。
そ
こ
で
次
項
に
お
い
て

は
、
羊
后
復
位
の
背
後
に
帝
嗣
に
関
わ
る
企
図
が
あ
る
と
想
定
し
、

帝
位
継
承
の
場
面
に
お
け
る
羊
皇
后
の
動
き
を
追
っ
て
み
た
い
。

　

⑷
皇
太
弟
熾
（
懐
帝
）
の
即
位

永
興
三
（
三
〇
六
）
年
六
月
丙
辰
（
一
日
）、
洛
陽
に
帰
還
し
た

恵
帝
は
、
即
日
太
廟
に
謁
し
羊
后
を
復
位
し
た
（
⑪
）。
帝
嗣
は
皇

太
弟
熾
で
あ
っ
た
か
ら
、
皇
后
と
皇
太
弟
と
が
並
存
す
る
初
め
て
の

事
態
が
出
現
し
た
。
但
し
こ
の
状
態
は
、『
晋
書
』
巻
五 

懐
帝
紀
に

光
熙
元
年
十
一
月
庚
午
、
孝
恵
帝
崩
。
羊
皇
后
以
於
太
弟
為
嫂
、

不
得
為
太
后
、
催
清
河
王
覃
入
、
已
至
尚
書
閤
、
侍
中
華
混
等
急
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召
太
弟
。
癸
酉
、
即
皇
帝
位
、
大
赦
、
尊
皇
后
羊
氏
為
恵
皇
后
、

居
弘
訓
宮
、
追
尊
所
生
太
妃
王
氏
為
皇
太
后
、
立
妃
梁
氏
為
皇
后
。

と
あ
る
よ
う
に
、
五
ヶ
月
後
に
解
消
さ
れ
た
。
恵
帝
が
崩
御
し
皇
太

弟
熾
（
懐
帝
）
が
即
位
し
た
た
め
で
あ
る
。
こ
の
と
き
羊
皇
后
は
自

身
の
行
末
を
案
じ
、
清
河
王
覃
を
迎
え
、
熾
の
即
位
を
阻
も
う
と
し

た
が
失
敗
し
、
つ
い
に
皇
太
后
と
は
な
れ
な
か
っ
た
。
引
用
文
に
よ

れ
ば
、
羊
后
の
不
安
は
自
ら
の
「
嫂
」
た
る
立
場
に
起
因
す
る
も
の

で
あ
っ
た
。亡
き
恵
帝
と
輩
行
を
同
じ
く
す
る
予
章
王
熾
の
即
位
が
、

自
ら
の
皇
太
后
就
位
を
困
難
に
す
る
と
予
測
し
て
、
羊
氏
は
こ
れ
を

阻
も
う
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

岡
安
勇
氏
の
研
究
に
よ
れ
ば）

9
（

、
皇
太
后
は
皇
帝
に
臣
従
せ
ず
、
皇

帝
支
配
の
枠
外
に
あ
る
特
殊
な
存
在
で
あ
っ
た
と
い
う
。
な
ら
ば
、

羊
皇
后
が
皇
太
后
の
地
位
を
望
み
、
皇
太
后
へ
の
道
を
断
た
れ
る
こ

と
を
危
惧
す
る
の
は
尤
も
な
こ
と
で
は
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
ど

う
や
ら
先
代
皇
后
は
新
帝
の
即
位
に
よ
っ
て
自
動
的
に
皇
太
后
に
な

れ
る
わ
け
で
は
な
く
、
帝
嗣
と
の
関
係
如
何
に
影
響
さ
れ
た
よ
う
で

あ
る
。
仮
に
、
羊
氏
の
抱
い
た
懸
念
が
当
時
の
人
々
に
共
有
さ
れ
て

い
た
も
の
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
羊
皇
后
を
復
位
さ
せ
た
人
々
の

企
図
を
推
察
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
で
あ
ろ
う
、
そ
こ
で
、
皇
后

の
皇
太
后
就
位
と
帝
嗣
の
輩
行
と
の
関
連
性
を
前
代
に
遡
っ
て
考
察

す
る
こ
と
と
す
る
。
然
る
後
、
羊
皇
后
の
抱
い
た
懸
念
が
当
時
一
般

的
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
否
か
を
判
断
す
る
。

二
　
帝
嗣
の
輩
行

　

⑴
帝
位
継
承
と
皇
后
に
関
す
る
先
行
研
究

皇
后
と
帝
嗣
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
し
ば
し
ば
引
用
さ
れ
る
の
が

谷
口
や
す
よ
氏
の
議
論
で
あ
る）

10
（

。
氏
の
主
張
の
要
点
は
、
つ
ぎ
の
と

お
り
。
漢
代
に
お
い
て
帝
嗣
未
定
の
ま
ま
先
帝
が
崩
御
す
る
と
、
先

帝
皇
后
が
帝
嗣
を
定
め
る
役
割
を
担
う
。
皇
后
と
新
帝
と
の
間
に
は

「
母
子
関
係
」
が
成
立
す
る
が
、
そ
れ
は
先
帝
と
の
「
父
子
関
係
」

に
由
来
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
皇
太
后
権
の
淵
源
は
先

帝
の
嫡
妻
で
あ
る
点
に
存
す
る
。
こ
の
よ
う
に
氏
の
所
論
は
明
快
で

あ
る
。
し
か
し
、
以
下
の
二
点
に
つ
い
て
は
補
足
の
必
要
が
あ
る
。

第
一
に
、
皇
帝
存
命
中
に
帝
嗣
を
定
め
る
場
合
、
決
定
の
主
権
は

皇
帝
に
あ
っ
た
と
し
て
も
、
皇
后
の
要
望
が
無
視
さ
れ
て
い
た
わ
け

で
は
な
い
と
い
う
点
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
前
漢
成
帝
の
帝
嗣
決
定

の
場
で
候
補
に
挙
が
っ
た
の
は
、
異
母
弟
の
劉
興
と
異
母
弟
の
子
劉

欣
（
定
陶
王
、
哀
帝
）
で
あ
っ
た
が
、『
漢
書
』
巻
八
一 

孔
光
伝
に

上
以
礼
兄
弟
不
相
入
廟
、
又
皇
后
・
昭
儀
欲
立
定
陶
王
、
故
遂
立

為
太
子
。

と
あ
る
と
お
り
、
成
帝
は
子
世
代
の
劉
欣
を
帝
嗣
に
定
め
た
。
昭
穆

の
問
題
に
加
え
、
趙
皇
后
ら
の
要
望
が
反
映
さ
れ
た
た
め
で
あ
る
。

ま
た
、
後
代
の
事
例
で
は
あ
る
が
、
西
晋
の
武
帝
は
自
ら
の
立
て
た

皇
太
子
（
司
馬
衷
）
の
資
質
に
疑
問
を
持
ち
、
衷
の
同
母
弟
・
柬
を
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立
て
よ
う
と
考
え
た
が
、『
晋
書
』
巻
三
一 

武
元
楊
皇
后
伝
に

帝
以
皇
太
子
不
堪
奉
大
統
、
密
以
語
后
。
后
曰
「
立
嫡
以
長
不
以

賢
、
豈
可
動
乎
？
」

と
あ
る
と
お
り
、皇
后
の
反
対
に
遭
っ
て
改
め
た
。
先
帝
存
命
中
も
、

皇
后
の
意
見
は
一
定
の
力
を
持
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
後
漢
和
帝
の

即
位
事
情
も
参
考
と
な
る
。『
後
漢
書
』
巻
四 

孝
和
帝
紀
即
位
条
に

孝
和
皇
帝
諱
肈
、
肅
宗
第
四
子
也
。
母
梁
貴
人
為
竇
皇
后
所
譛
、

憂
卒
、
竇
后
養
帝
以
為
己
子
。
建
初
七
年
、
立
為
皇
太
子
。

と
あ
る
。
劉
肈
は
竇
皇
后
の
養
育
を
受
け
、
こ
れ
が
事
実
上
の
「
皇

后
に
よ
る
承
認
」
と
な
っ
て
、
そ
の
後
ろ
盾
を
得
た
の
で
あ
る
。
さ

ら
に
魏
の
文
帝
の
帝
嗣
（
曹
叡
、
明
帝
）
が
決
定
し
た
経
緯
を
見
て

み
よ
う
。『
三
国
志
』
巻
三 

明
帝
紀
即
位
条
所
引
の
『
魏
略
』
に

文
帝
以
郭
后
無
子
、
詔
使
子
養
帝
。
帝
以
母
不
以
道
終
、
意
甚
不

平
。
後
不
獲
已
、
乃
敬
事
郭
后
、
旦
夕
因
長
御
問
起
居
、
郭
后
亦

自
以
無
子
、
遂
加
慈
愛
。
文
帝
始
以
帝
不
悦
、
有
意
欲
以
他
姫
子

京
兆
王
為
嗣
、
故
久
不
拝
太
子
。

と
あ
る
。
文
帝
は
郭
后
と
曹
叡
に
母
子
関
係
を
結
ば
せ
た
が
、
こ
れ

を
不
服
と
し
た
曹
叡
を
、は
じ
め
は
帝
嗣
に
定
め
な
か
っ
た
と
い
う
。

こ
こ
か
ら
、
皇
后
と
の
関
係
の
如
何
が
帝
嗣
決
定
に
影
響
を
及
ぼ
し

て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
く
わ
え
て
、
前
漢
宣
帝
の
帝
嗣
決
定
の
事

情
も
参
考
と
な
る
。『
漢
書
』
巻
八
〇 

淮
陽
憲
王
欽
伝
に

霍
皇
后
廃
後
、
上
欲
立
張
倢
伃
為
后
。
久
之
、
懲
艾
霍
氏
欲
害
皇

太
子
、
乃
更
選
後
宮
無
子
而
謹
慎
者
、
乃
立
長
陵
王
倢
伃
為
后
、

令
母
養
太
子
。
后
無
寵
、
希
御
見
、
唯
張
倢
伃
最
幸
。

と
あ
る
と
お
り
、
宣
帝
は
、
す
で
に
立
太
子
を
済
ま
せ
て
い
た
皇
太

子
（
元
帝
）
の
行
末
を
案
じ
、
寵
遇
の
な
い
王
氏
を
皇
后
に
立
て
て

皇
太
子
を
撫
育
さ
せ
た
。
皇
后
が
皇
太
子
を
「
子
」
と
認
め
、
両
者

の
間
に
母
子
関
係
を
擬
制
す
る
こ
と
で
、
皇
太
子
が
順
当
に
即
位
で

き
る
よ
う
取
り
は
か
ら
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
の
記
事
は
い
ず
れ
も
、
生
前
の
皇
帝
が
帝
嗣
を
定
め
、
或
い

は
そ
の
立
場
を
守
ら
ん
と
す
る
に
あ
た
り
、
皇
后
の
存
在
を
意
識
し

て
い
た
こ
と
を
伝
え
る
も
の
で
あ
る）

11
（

。
し
た
が
っ
て
、「
帝
嗣
未
定

の
ま
ま
先
帝
が
崩
御
し
た
」
と
き
ほ
ど
明
確
な
形
で
は
な
か
っ
た
に

せ
よ
、
帝
嗣
が
そ
の
立
場
を
獲
得
す
る
に
あ
た
っ
て
、
皇
后
は
一
定

の
影
響
力
を
も
っ
て
い
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。

谷
口
氏
の
論
に
補
足
す
べ
き
第
二
の
点
は
、
先
帝
皇
后
と
帝
嗣
と

の
世
代
差
の
問
題
で
あ
る）

12
（

。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
帝
位
継
承
者
の
輩

行
に
着
目
し
た
鷲
尾
佑
子
氏
の
議
論
が
参
考
と
な
る）

13
（

。氏
に
よ
れ
ば
、

「
兄
弟
の
子
は
な
お
子
の
ご
と
し
」
と
い
う
一
文
が
参
照
さ
れ
、
昭

穆
の
序
を
ふ
ま
え
て
帝
位
は
継
承
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
の
考
え
が

芽
生
え
る
と
、
前
漢
末
に
は
同
世
代
間
の
継
承
が
否
定
さ
れ
、
子
や

孫
へ
の
継
承
の
み
を
認
め
よ
う
と
す
る
論
理
が
定
着
し
た）

14
（

。

谷
口
氏
の
所
論
に
、
上
記
二
点
を
補
足
し
た
上
で
、
い
ま
問
題
と

す
べ
き
は
、
帝
位
継
承
と
皇
太
后
就
位
に
い
か
な
る
関
係
が
認
め
ら
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れ
る
の
か
と
い
う
点
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
、
前
漢
か
ら
西
晋
ま
で
の

お
よ
そ
五
百
年
間
に
お
け
る
皇
太
后
就
位
の
事
例
を
考
察
す
る
。

　

⑵
前
漢
の
皇
太
后

図
A
は
、
高
祖
か
ら
平
帝
に
至
る
十
世
代
十
四
人
（
廃
帝
劉
賀
を

含
む
、
孺
子
嬰
を
含
ま
ず）

15
（

）
を
数
え
る
前
漢
の
帝
系
図
で
あ
る
。
矢

印
の
起
点
と
終
点
は
そ
れ
ぞ
れ
、
皇
后
が
初
め
て
皇
太
后
に
な
っ
た

際
の
新
皇
帝
と
皇
太
后
を
示
し
て
い
る
。
前
漢
に
お
い
て
皇
后
か
ら

皇
太
后
と
な
っ
た
七
名
は）

16
（

、
例
外
な
く
子
世
代
に
あ
た
る
者
が
皇
帝

に
即
位
し
た
時
に
皇
太
后
と
な
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。新
帝
は
、

皇
太
后
か
ら
み
て
嫡
子
か
つ
実
子
の
場
合
（
恵
帝
、
景
帝
、
武
帝
、

成
帝
）、嫡
子
（
皇
太
子
）
で
は
あ
っ
た
が
実
子
で
は
な
い
場
合
（
元

帝
、
哀
帝
）、
傍
系
の
継
嗣
（
廃
帝
劉
賀
）
な
ど
、
そ
の
続
柄
は
さ

ま
ざ
ま
で
あ
っ
た
。
帝
嗣
が
す
で
に
定
ま
っ
て
い
た
こ
と
も
あ
れ
ば

未
定
の
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
子
世
代
に
あ
た
る
男
子
の
皇
帝
即
位
を

以
て
皇
太
后
と
な
っ
た
点
は
、
七
名
全
員
に
共
通
し
て
い
る）

17
（

。

ま
た
、『
漢
書
』
巻
二 

恵
帝
紀
即
位
条
の

五
月
丙
寅
、
太
子
即
皇
帝
位
、
尊
皇
后
曰
皇
太
后
。

に
見
え
る
「
尊
皇
后
曰
皇
太
后
」
と
い
う
ほ
ぼ
定
型
化
し
た
表
現
を

と
も
な
う
点
に
も
留
意
し
た
い
。
新
帝
が
子
世
代
で
あ
っ
た
こ
と
に

鑑
み
る
と
、「
尊
」
と
は
、
た
と
え
ば
『
漢
書
』
巻
八
二 

傅
喜
伝
の

又
傅
太
后
欲
求
称
尊
号
、
与
成
帝
母
斉
尊
、
喜
与
丞
相
孔
光
・
大

司
空
師
丹
共
執
正
議
。

と
い
う
記
事
や
、
同
巻
八
一 

孔
光
伝
の

又
傅
太
后
欲
与
成
帝
母
俱
称
尊
号
、
群
下
多
順
指
、
言
母
以
子
貴
、

宜
立
尊
号
以
厚
孝
道
。

に
み
え
る
も
の
と
同
様
、
尊
号
の
使
用
に
よ
り
母
へ
の
「
孝
」
を
実

践
す
る
考
え
に
基
づ
く
も
の
で
あ
ろ
う
。
前
漢
代
で
は
、
子
世
代
に

あ
た
る
新
帝
が
先
帝
皇
后
を
母
と
し
、
尊
ば
れ
た
母
が
皇
太
后
と
な

る
、
と
い
う
理
解
が
共
有
さ
れ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

で
は
、
皇
太
后
と
な
っ
た
後
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
8
代
昭
帝
が

崩
御
す
る
と
、子
世
代
の
劉
賀
（
9
代
廃
帝
）
の
即
位
に
と
も
な
い
、

上
官
皇
后
は
皇
太
后
と
な
っ
た
。
と
こ
ろ
が
一
ヶ
月
と
経
た
ず
、
劉

賀
は
帝
位
を
剥
奪
さ
れ）

18
（

、『
漢
書
』
巻
八 

宣
帝
紀
元
平
元
年
条
に

秋
七
月
、
光
奏
議
曰
「
礼
、
人
道
親
親
故
尊
祖
、
尊
祖
故
敬
宗
。

大
宗
毋
嗣
、
択
支
子
孫
賢
者
為
嗣
。
孝
武
皇
帝
曽
孫
病
已
、
有
詔

掖
庭
養
視
、
至
今
年
十
八
、
師
受
詩
・
論
語
・
孝
経
、
操
行
節
倹
、

慈
仁
愛
人
、
可
以
嗣
孝
昭
皇
帝
後
、
奉
承
祖
宗
、
子
万
姓
。」（
中

略
）
庚
申
、
入
未
央
宮
、
見
皇
太
后
、
封
為
陽
武
侯
。
已
而
群
臣

奉
上
璽
綬
、
即
皇
帝
位
、
謁
高
廟
。（
中
略
）
十
一
月
壬
子
、
立

皇
后
許
氏
。
賜
諸
侯
王
以
下
金
銭
、
至
吏
民
鰥
寡
孤
独
各
有
差
。

皇
太
后
帰
長
楽
宮
。

と
あ
る
と
お
り
、
孫
世
代
に
あ
た
る
劉
病
已
（
宣
帝
）
が
立
て
ら
れ

た
。
病
已
を
「
孝
昭
皇
帝
の
後
」
に
す
べ
き
で
あ
る
と
大
将
軍
の
霍

光
が
上
奏
す
る
と
、
上
官
皇
太
后
は
こ
れ
を
認
め
た
。
し
か
も
上
記
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引
用
文
に
よ
れ
ば
、
上
官
氏
は
そ
の
後
も
「
皇
太
后
」
と
し
て
遇
さ

れ
て
お
り
、『
漢
書
』
巻
九 

元
帝
紀
に

黄
龍
元
年
十
二
月
、
宣
帝
崩
。
癸
巳
、
太
子
即
皇
帝
位
、
謁
高
廟
。

尊
皇
太
后
曰
太
皇
太
后
、
皇
后
曰
皇
太
后
。

と
あ
る
よ
う
に
、
11
代
元
帝
の
即
位
に
よ
っ
て
太
皇
太
后
と
な
る
ま

で
皇
太
后
の
地
位
に
あ
っ
た）

19
（

。
こ
の
事
例
に
よ
れ
ば
、
す
で
に
そ
の

位
を
得
た
皇
太
后
は
、
子
世
代
に
あ
た
る
者
を
帝
嗣
と
す
る
意
識
に

縛
ら
れ
て
は
い
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
輩
行
を
意
識
す
る
の
は
、

あ
く
ま
で
皇
后
か
ら
皇
太
后
に
な
る
と
き
に
限
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

⑶
後
漢
の
皇
太
后

図
B
は
、
十
四
名
の
皇
帝
（
北
郷
侯
含
む
）
を
数
え
る
後
漢
の
帝

系
図
で
あ
る
。
皇
太
后
は
八
名
、
こ
の
う
ち
七
名
が
、
子
世
代
に
あ

た
る
者
の
皇
帝
即
位
を
以
て
皇
后
か
ら
皇
太
后
へ
と
転
じ
て
い
る
。

こ
の
事
実
に
鑑
み
る
と
、
皇
后
は
子
世
代
の
皇
帝
の
即
位
を
以
て
皇

太
后
と
な
る
と
い
う
事
例
が
重
な
り
、
こ
れ
を
是
と
す
る
認
識
が
後

漢
代
に
は
定
着
し
つ
つ
あ
っ
た
と
み
て
差
し
支
え
な
い
で
あ
ろ
う
。

唯
一
の
例
外
は
、
6
代
安
帝
の
閻
皇
后
の
事
例
で
あ
る
。
延
光
四

（
一
二
五
）
年
三
月
、
安
帝
が
客
死
し
北
郷
侯
の
劉
懿
が
即
位
し
た
。

亡
き
安
帝
と
劉
懿
は
同
輩
行
の
は
ず
で
あ
る
が
、
閻
皇
后
は
皇
太
后

と
な
っ
て
い
る
。
た
だ
し
こ
こ
で
注
意
し
た
い
の
は
、
閻
皇
后
の
皇

太
后
就
位
の
手
順
が
、
他
の
皇
太
后
の
場
合
と
異
な
っ
て
い
る
点
で

あ
る
。『
後
漢
書
』
巻
五 

安
帝
紀
延
光
四
年
三
月
条
に

乙
丑
、（
安
帝
）
自
宛
還
。
丁
卯
、
幸
葉
、
帝
崩
于
乗
輿
、
年

三
十
二
。
秘
不
敢
宣
、
所
在
上
食
問
起
居
如
故
。
庚
午
、
還
宮
。

辛
未
夕
、
乃
発
喪
。
尊
皇
后
為
皇
太
后
。
太
后
臨
朝
、
以
后
兄
大

鴻
臚
閻
顯
為
車
騎
将
軍
、
定
策
禁
中
、
立
章
帝
孫
済
北
恵
王
壽
子

北
郷
侯
懿
。（
中
略
）
乙
酉
、
北
郷
侯
即
皇
帝
位
。

と
あ
る
と
お
り
、安
帝
が
丁
卯
（
一
〇
日
）
に
崩
御
し
、辛
未
（
一
四

日
）
に
そ
の
死
が
発
表
さ
れ
る
と
、
そ
の
直
後
に
閻
氏
は
皇
太
后
と

な
り
、
乙
酉
（
二
八
日
）
に
新
帝
が
即
位
し
て
い
る
。

﹇
表
二
﹈
は
、
両
漢
代
の
皇
太
后
が
、
新
帝
即
位
か
ら
何
日
後
に

皇
太
后
と
な
っ
た
か
を
記
し
た
も
の
で
あ
る
。
表
中
の
日
後
に
み
え

る
「
0
」
は
同
日
、「

－

14
」
は
14
日
前
を
意
味
し
て
い
る
。
こ
れ

に
よ
れ
ば
、
十
五
名
の
皇
太
后
の
う
ち
十
三
名
が
、
新
帝
即
位
と
同

日
に
皇
太
后
と
な
っ
て
い
る
。「
尊
曰
皇
太
后
」
と
い
う
表
現
が
用

い
ら
れ
た
点
も
同
様
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
子
世
代
に
あ
た
る
新

帝
の
即
位
に
と
も
な
い
新
帝
と
先
帝
皇
后
と
の
間
に
母
子
関
係
が
成

立
し
、
皇
后
は
「
尊
」
ば
れ
て
皇
太
后
と
な
る
と
い
う
、
前
項
で
確

認
し
た
皇
太
后
就
位
の
様
式
に
、
大
き
な
変
化
は
な
か
っ
た
の
で
あ

る
。で

は
、
安
帝
閻
皇
后
と
桓
帝
竇
皇
后
の
皇
太
后
就
位
が
手
順
を
違

え
て
行
わ
れ
た
の
は
何
故
で
あ
ろ
う
か
。
両
皇
后
に
は
、
皇
太
后
就

位
を
危
ぶ
ま
せ
る
事
情
が
あ
っ
た
。
同
巻
一
〇
下 

安
思
閻
皇
后
紀

に



11 西晋恵帝期における皇太弟冊立と羊皇后（小池）

（
延
光
）
四
年
春
、
后
従
帝
幸
章
陵
、
帝
道
疾
、
崩
於
葉
県
。
后
・

顯
兄
弟
及
江
京
、
樊
豐
等
謀
曰
「
今
晏
駕
道
次
、
済
陰
王
在
内
、

邂
逅
公
卿
立
之
、
還
為
大
害
」。

と
あ
る
よ
う
に
、
安
帝
崩
御
の
直
後
か
ら
、
閻
皇
后
が
過
去
に
廃
し

た
太
子
（
済
陰
王
）
を
推
戴
す
る
動
き
が
あ
り
、
閻
氏
は
そ
れ
を
早

急
に
封
じ
る
必
要
に
迫
ら
れ
て
い
た
。
同
巻
閻
皇
后
紀
の
後
段
に

太
后
欲
久
専
国
政
、
貪
立
幼
年
、
与
顯
等
定
策
禁
中
、
迎
済
北
恵

王
子
北
郷
侯
懿
、
立
為
皇
帝
。

と
あ
る
と
お
り
、
こ
の
と
き
閻
氏
が
拘
泥
し
た
の
は
幼
帝
の
即
位
で

あ
り
、
そ
の
結
果
選
ば
れ
た
の
が
北
郷
侯
の
劉
懿
な
の
で
あ
る
。
安

帝
と
同
世
代
に
あ
た
る
劉
懿
の
即
位
を
前
例
に
照
ら
せ
ば
、
閻
氏
の

皇
太
后
就
位
に
異
論
の
出
る
可
能
性
も
あ
る
。
あ
る
い
は
こ
れ
が
理

由
と
な
っ
て
、
皇
太
后
就
位
を
先
に
済
ま
せ
る
と
い
う
順
序
が
採
用

さ
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
桓
帝
竇
皇
后
の
事
情
も
こ
れ
に
近

い
。
竇
皇
后
は
、
子
世
代
の
劉
宏
（
霊
帝
）
を
帝
嗣
に
し
よ
う
と
考

え
た
。
し
か
し
『
後
漢
書
』
列
伝
四
五 

章
帝
八
王
伝
に

初
、
迎
立
霊
帝
、
道
路
流
言
悝
恨
不
得
立
、
欲
鈔
徴
書
。

と
あ
る
よ
う
に
、
帝
弟
劉
悝
に
よ
る
妨
害
に
よ
り
支
障
の
出
る
こ
と

が
危
惧
さ
れ
て
い
た
。そ
こ
で
竇
皇
后
は
皇
太
后
就
位
を
先
行
さ
せ
、

帝
位
継
承
を
自
ら
の
思
惑
通
り
に
進
め
よ
う
と
し
た
の
で
は
な
い

か
。こ

の
よ
う
に
、
閻
・
竇
両
皇
后
の
事
例
に
お
い
て
は
、
皇
后
の
望

む
帝
嗣
の
即
位
に
妨
害
が
予
想
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
た
め
の
例
外
的

措
置
と
し
て
皇
太
后
就
位
を
先
行
さ
せ
、
帝
位
継
承
を
断
行
し
よ
う

と
し
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
の
で
あ
る）

20
（

。

さ
て
、
本
項
の
考
察
を
通
じ
て
、
後
漢
代
に
お
い
て
も
、
北
郷
公

の
即
位
時
以
外
は
、
血
縁
上
の
子
世
代
に
あ
た
る
者
が
皇
帝
に
即
位

す
る
際
に
、
皇
后
は
皇
太
后
と
な
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
た

だ
し
、
前
漢
と
異
な
る
点
も
あ
る
。
後
漢
代
に
お
い
て
は
、
先
帝
と

同
輩
行
の
皇
族
も
、
皇
太
后
の
承
認
に
よ
り
帝
嗣
候
補
に
挙
げ
ら
れ

こ
と
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
既
に
述
べ
た
と
お
り
、
安
帝
閻
皇
后
は

兄
の
閻
顯
と
は
か
り
手
順
を
違
え
て
皇
太
后
と
な
る
や
、
安
帝
と
同

世
代
の
劉
懿
を
即
位
さ
せ
た
が
、
劉
懿
は
約
七
ヶ
月
後
の
延
光
四

（
一
二
五
）
年
一
〇
月
に
崩
御
し
、
太
后
一
派
（
閻
顯
・
江
京
）
は

再
び
帝
嗣
を
選
ば
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
。『
後
漢
書
』
巻
一
〇
下 

安
思
閻
皇
后
紀
に
は
「
及
少
帝
薨
、（
江
）
京
白
太
后
、
徴
済
北
・

河
間
王
子
」
と
い
う
一
文
が
あ
る
が
、
こ
こ
で
い
う
「
河
間
王
子
」

と
は
存
命
中
の
劉
開
の
子
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
閻
太
后
が
帝
嗣

候
補
と
し
て
想
定
し
た
男
子
の
な
か
に
、
安
帝
と
同
世
代
の
者
が
含

ま
れ
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い）

21
（

。
結
局
は
廃
太
子
の
劉
保
が
即
位

し
た
た
め
（
8
代
順
帝
）、
済
北
王
子
や
河
間
王
子
の
即
位
は
実
現

し
な
か
っ
た
が
、
太
后
位
を
得
た
皇
太
后
は
、
と
き
に
同
輩
行
に
属

す
る
者
を
も
帝
嗣
候
補
に
想
定
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

8
代
順
帝
崩
御
の
後
も
、
同
様
で
あ
っ
た
。
梁
皇
后
と
兄
梁
冀
は
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冲
帝
、
さ
ら
に
質
帝
の
帝
位
継
承
を
実
現
し
た
。
両
帝
は
と
も
に
皇

后
か
ら
み
て
子
世
代
に
あ
た
る
た
め
、
礼
制
上
も
順
帝
を
嗣
い
だ
。

し
か
し
、
質
帝
ま
で
が
夭
折
し
た
。
同
列
伝
五
三 

李
固
伝
に

冀
得
書
、
乃
召
三
公
、
中
二
千
石
、
列
侯
大
議
所
立
。
固
、（
胡
）

廣
、（
趙
）
戒
及
大
鴻
臚
杜
喬
皆
以
為
清
河
王
蒜
明
徳
著
聞
、
又

属
最
尊
親
、
宜
立
為
嗣
。
先
是
蠡
吾
侯
志
当
取
冀
妹
、
時
在
京
師
、

冀
欲
立
之
。
衆
論
既
異
、憤
憤
不
得
意
、而
未
有
以
相
奪
。（
中
略
）

明
日
重
会
公
卿
、
冀
意
気
凶
凶
、
而
言
辞
激
切
。
自
胡
廣
・
趙
戒

以
下
、
莫
不
懾
憚
之
。
皆
曰
「
惟
大
将
軍
令
」。

と
あ
る
と
お
り
、太
尉
の
李
固
ら
は
「
属
最
尊
親）

22
（

」
と
の
理
由
か
ら
、

梁
太
后
か
ら
み
て
子
世
代
に
属
す
る
劉
蒜
を
薦
め
た
。
と
こ
ろ
が
梁

冀
が
、
順
帝
と
同
世
代
に
あ
た
る
劉
志
（
11
代
桓
帝
）
を
強
引
に
推

戴
し
た
。
劉
志
が
妹
（
梁
女
瑩
）
の
夫
と
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
梁

太
后
も
ま
た
、『
後
漢
紀
』
巻
二
〇 

質
帝
紀
本
初
元
年
条
に

太
后
詔
曰
「
孝
質
皇
帝
胤
嗣
不
遂
、
奄
忽
夭
昏
。
社
稷
之
重
、
考

宗
室
之
賢
、
莫
若
蠡
吾
侯
志
、
年
巳
十
五
、
嘉
姿
卓
茂
、
又
近
為

孝
順
皇
帝
嗣
。」
庚
寅
、
大
将
軍
持
節
迎
於
夏
門
亭
、 

是
日
即
皇

帝
位
。

と
あ
る
と
お
り
、
劉
志
を
順
帝
の
嗣
と
し
て
迎
え
た
の
で
あ
る）

23
（

。

こ
の
よ
う
に
後
漢
代
に
お
い
て
は
、
皇
帝
の
夭
折
や
廃
位
に
よ
り

皇
后
不
在
の
状
況
の
も
と
、
皇
太
后
が
帝
嗣
決
定
に
関
わ
る
場
面
が

あ
っ
た
が
、
こ
の
と
き
皇
太
后
が
推
挙
も
し
く
は
承
認
す
る
帝
嗣
の

候
補
は
、
広
範
に
亘
っ
て
い
た
。
外
戚
に
と
っ
て
御
し
や
す
い
か
否

か
と
い
う
条
件
等
も
加
味
さ
れ
、
輩
行
へ
の
拘
り
は
皇
太
后
に
就
位

し
た
と
き
ほ
ど
強
く
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　

⑷
魏
晋
代
の
皇
太
后

図
C
・
D
は
そ
れ
ぞ
れ
魏･

西
晋
代
の
帝
系
図
で
あ
る）

24
（

。
魏
（
三

名
）・
晋
（
二
名
）
の
場
合
も
、「
子
世
代
の
皇
族
の
即
位
に
よ
り
、

先
帝
皇
后
は
皇
太
后
と
な
る
」
と
い
う
原
則
が
順
守
さ
れ
て
い
る
。

こ
こ
で
は
、と
く
に
魏
代
の
明
帝
郭
皇
后
の
事
例
に
注
目
し
た
い
。

郭
氏
は
、
景
初
三
（
二
三
九
）
年
、
子
世
代
の
曹
芳
の
即
位
に
よ
っ

て
皇
太
后
と
な
っ
た
が
、
嘉
平
六
（
二
五
四
）
年
九
月
、
司
馬
師
が

曹
芳
を
廃
位
し
た
。
同
巻
四 

斉
王
紀
所
引
の
『
魏
略
』
に
よ
る
と
、

司
馬
師
は
、
曹
操
の
子
（
彭
城
王
）
據
を
新
帝
に
と
考
え
て
い
た
よ

う
で
あ
る
が
、
同
『
魏
略
』
の
後
段
に

太
后
曰
「
彭
城
王
、
我
之
季
叔
也
、
今
来
立
、
我
当
何
之
。
且
明

皇
帝
当
絶
嗣
乎
。
吾
以
為
高
貴
郷
公
者
、
文
皇
帝
之
長
孫
、
明
皇

帝
之
弟
子
、
於
礼
、
小
宗
有
後
大
宗
之
義
、
其
詳
議
之
。」
景
王

乃
更
召
群
臣
、
以
皇
太
后
令
示
之
、
乃
定
迎
高
貴
郷
公
。

と
あ
る
と
お
り
、「
季
叔
」
に
あ
た
る
曹
據
の
即
位
を
認
め
な
い
郭

太
后
の
反
対
に
遭
っ
た
。
皇
太
后
は
、
子
世
代
に
あ
た
る
高
貴
郷
公

の
名
を
挙
げ
、
こ
れ
が
認
め
ら
れ
た
。
す
で
に
皇
太
后
の
位
に
あ
っ

て
も
、
皇
太
后
は
上
輩
行
の
皇
族
の
即
位
を
拒
否
し
、
事
実
上
の
当

権
者
た
る
司
馬
師
で
す
ら
、
太
后
の
意
見
を
受
け
入
れ
た
の
で
あ
っ
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た
。
さ
ら
に
甘
露
五
（
二
六
〇
）
年
己
丑
（
七
日
）、
高
貴
郷
公
が

弑
殺
さ
れ
る
と
、
同
巻
四 

陳
留
王
紀
に

陳
留
王
諱
奐
、
字
景
明
、
武
帝
孫
、
燕
王
宇
子
也
。
甘
露
三
年
、

封
安
次
県
常
道
郷
公
。
高
貴
郷
公
卒
、
公
卿
議
迎
立
公
。

と
あ
る
と
お
り
、
明
帝
と
同
世
代
の
曹
奐
の
即
位
が
決
定
し
た
。
魏

代
の
皇
后
も
、
皇
太
后
位
を
得
た
の
ち
は
同
輩
行
の
帝
嗣
を
認
め
、

新
帝
即
位
後
も
そ
の
地
位
を
保
持
し
え
た
こ
と
が
わ
か
る）

25
（

。

以
上
、
前
漢
か
ら
西
晋
ま
で
の
皇
太
后
就
位
を
概
観
し
た
結
果
、

二
十
名
の
皇
太
后
の
う
ち
十
九
名
が
子
世
代
の
皇
族
の
即
位
を
以

て
、
皇
太
后
位
を
得
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
え
た
。
か
か
る
前
例
の

蓄
積
に
よ
っ
て
、
子
世
代
の
者
が
新
帝
と
な
り
、
母
（
先
帝
皇
后
）

が
尊
ば
れ
て
皇
太
后
と
な
る
と
い
う
皇
太
后
就
位
の
イ
メ
ー
ジ
は
、

漢
代
以
降
ひ
ろ
く
受
容
さ
れ
て
い
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

と
す
れ
ば
、
皇
后
と
く
に
実
子
の
い
な
い
皇
后
が
、
帝
位
継
承
者

の
輩
行
に
無
関
心
で
あ
っ
た
と
は
考
え
に
く
く
、
皇
后
は
自
ら
の
皇

太
后
就
位
を
念
頭
に
お
き
、
帝
嗣
と
な
る
べ
き
者
が
子
世
代
か
ら
選

ば
れ
る
よ
う
配
慮
し
た
は
ず
で
あ
る
。
一
方
、
皇
后
が
太
后
位
を
得

た
の
ち
に
帝
嗣
を
決
定
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
こ
の
よ
う
な
枠
組
み

に
縛
ら
れ
る
こ
と
な
く
、
子
世
代
や
孫
世
代
、
と
き
に
は
同
世
代
に

ま
で
候
補
を
ひ
ろ
げ
、帝
嗣
を
選
び
得
た
こ
と
も
明
ら
か
と
な
っ
た
。

以
上
の
考
察
に
基
づ
く
な
ら
ば
、
当
時
の
人
々
は
皇
后
お
よ
び
皇

太
后
の
存
否
に
よ
っ
て
、
予
め
帝
嗣
選
択
の
範
囲
を
予
測
で
き
た
と

い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
、
恵
帝
崩
御
に
と
も
な
う
帝
位
継
承
の

場
面
に
も
ど
っ
て
、
こ
の
点
を
検
討
す
る
。

三
、
西
晋
の
帝
位
継
承
と
皇
后
・
皇
太
后

光
熙
元
（
三
〇
六
）
年
一
一
月
、
恵
帝
が
崩
御
す
る
と
、
自
ら
の

皇
太
后
就
位
を
危
ぶ
ん
だ
羊
皇
后
は
、
皇
太
弟
熾
の
即
位
を
阻
も
う

と
し
た
。帝
嗣
の
世
代
と
皇
太
后
就
位
に
関
わ
る
前
例
に
照
ら
せ
ば
、

こ
れ
は
当
然
で
あ
っ
た
。
羊
皇
后
は
子
世
代
の
皇
族
の
帝
位
継
承
時

に
の
み
、
皇
太
后
と
な
り
得
る
か
ら
で
あ
る
。
皇
太
弟
熾
が
即
位
す

れ
ば
、彼
女
の
皇
太
后
就
位
の
道
は
閉
ざ
さ
れ
て
し
ま
う
で
あ
ろ
う
。

し
た
が
っ
て
羊
皇
后
は
、
子
世
代
の
覃
を
即
位
さ
せ
よ
う
と
し
た
の

で
あ
る
。
河
間
王
に
よ
る
皇
太
弟
冊
立
に
反
対
す
る
人
々
も
ま
た
、

恵
帝
に
危
機
的
状
況
の
迫
る
な
か
、
帝
位
継
承
に
お
け
る
皇
后
の
役

割
に
期
待
し
て
、
そ
の
復
位
に
尽
力
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

一
方
、
羊
皇
后
の
廃
位
に
乗
じ
て
皇
太
弟
冊
立
を
断
行
し
た
河
間

王
顒
の
行
い
は
、
帝
嗣
決
定
に
一
定
の
影
響
を
及
ぼ
し
う
る
羊
皇
后

の
動
き
を
封
じ
る
意
味
を
も
っ
た
こ
と
に
な
る
。
仮
に
帝
嗣
未
定
の

ま
ま
皇
帝
が
崩
御
す
れ
ば
、
帝
位
継
承
を
に
な
う
皇
后
の
望
み
が
反

映
さ
れ
て
、
子
世
代
の
者
に
帝
位
は
継
承
さ
れ
た
は
ず
で
あ
る
。
こ

の
事
態
を
阻
む
た
め
に
、
恵
帝
崩
御
に
先
立
っ
て
帝
嗣
を
定
め
な
く

て
は
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
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こ
れ
ほ
ど
明
白
に
皇
后
の
動
き
を
封
じ
、
礼
に
も
と
る
皇
太
弟
冊

立
を
強
行
し
た
以
上
、
河
間
王
は
相
応
の
批
判
・
反
発
を
予
想
し
て

い
た
は
ず
で
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
皇
太
弟
冊
立
に
こ
だ
わ
っ
た

の
は
な
ぜ
で
あ
ろ
う
か
。
恵
帝
が
崩
御
し
た
と
き
皇
太
弟
熾
は

二
十
三
歳
、
対
し
て
、
廃
さ
れ
た
皇
太
子
覃
は
十
二
歳
で
あ
っ
た
。

政
権
掌
握
だ
け
が
目
的
で
あ
れ
ば
、
皇
太
子
覃
を
た
て
る
方
が
む
し

ろ
容
易
に
権
力
を
手
中
に
で
き
た
こ
と
で
あ
ろ
う）

26
（

。
河
間
王
の
失
脚

後
、
懐
帝
を
補
佐
し
た
東
海
王
越
も
、『
晋
書
』
巻
五
九 

東
海
王
越

伝
に及

懐
帝
即
位
、
委
政
於
越
。
吏
部
郎
周
穆
、
清
河
王
覃
舅
、
越
之

姑
子
也
、
与
其
妹
夫
諸
葛
玫
共
設
越
曰
「
主
上
之
為
太
弟
、
張
方

意
也
。
清
河
王
本
太
子
、
為
群
凶
所
廃
。
先
帝
暴
崩
、
多
疑
東
宮
。

公
盍
思
伊
・
霍
之
挙
、
以
寧
社
稷
乎
」
言
未
卒
、
越
曰
「
此
豈
宜

言
邪
」
遂
叱
左
右
斬
之
。

と
あ
る
と
お
り
、
懐
帝
の
正
統
性
を
疑
っ
た
周
穆
を
斬
り
、
断
固
と

し
て
懐
帝
の
帝
位
継
承
を
支
持
し
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
当
の
皇

太
弟
熾
（
の
ち
の
懐
帝
）
も
、『
晋
書
』
巻
五 

懐
帝
紀
即
位
条
に

十
二
月
丁
亥
、
立
為
皇
太
弟
。
帝
以
清
河
王
覃
本
太
子
也
、
懼
不

敢
当
。
典
書
令
廬
陵
脩
肅
曰
「（
略
）」、
乃
従
之
。

と
あ
る
と
お
り
、
自
分
よ
り
ふ
さ
わ
し
い
存
在
が
い
る
こ
と
を
認
め

な
が
ら
も
、
臣
下
の
言
に
促
さ
れ
皇
太
弟
と
な
る
こ
と
を
肯
ん
じ
、

つ
い
に
は
皇
帝
に
即
位
し
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
度
の
帝
嗣
決
定
に

は
、
批
判
が
予
想
さ
れ
て
も
な
お
、
帝
嗣
選
択
範
囲
の
逸
脱
を
厭
わ

な
い
強
い
意
志
が
働
い
て
い
る
。
こ
こ
で
想
起
し
た
い
の
が
、
皇
后

お
よ
び
皇
太
后
の
存
否
と
帝
嗣
選
択
範
囲
と
の
関
連
な
の
で
あ
る
。

﹇
表
三
﹈
は
、
漢
晋
間
の
各
王
朝
に
お
け
る
皇
后
と
皇
太
后
の
在

位
期
間
の
割
合
を
﹇
表
四
﹈
か
ら
算
出
し
た
も
の
で
あ
る）

27
（

。
漢
魏
晋

代
い
ず
れ
の
王
朝
も
、
皇
后
の
在
位
期
間
は
全
体
の
八
割
ほ
ど
で
あ

り
、
大
き
な
差
は
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
皇
太
后
在
位
期
間
に
は
明
白

な
違
い
が
認
め
ら
れ
る
。
前
漢
と
魏
に
比
し
て
、
後
漢
お
よ
び
西
晋

の
皇
太
后
在
位
期
間
が
短
い
の
で
あ
る
。
と
く
に
西
晋
代
に
あ
っ
て

は
、皇
太
后
不
在
の
期
間
が
大
部
分
を
占
め
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

た
と
え
ば
武
帝
が
崩
御
し
た
時
、
楊
皇
后
は
存
命
し
て
い
た
が
皇

太
后
は
い
な
か
っ
た
。
次
の
恵
帝
崩
御
時
も
、
羊
皇
后
は
在
位
し
て

い
た
が
皇
太
后
は
い
な
か
っ
た
。
3
代
懐
帝
の
「
蒙
塵
」
の
際
は
、

梁
皇
后
、
諱
蘭
璧
、
安
定
人
也
。
祖
鴻
季
、
儀
同
三
司
。
父
芬
、

司
徒
。
后
初
為
予
章
王
妃
、
懷懐
帝
即
位
、
為
皇
后
。
永
嘉
中
、
沒

胡
賊
。（『
太
平
御
覧
』
巻
一
三
八 

皇
親
部
四 

梁
皇
后
項
所
引
『
臧

氏
晋
書
』）

と
あ
る
か
ら
、
愍
帝
が
即
位
し
た
と
き
に
は
、
皇
后
も
皇
太
后
も
い

な
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
西
晋
四
代
の
皇
帝
間
で
お
こ

な
わ
れ
た
三
回
の
帝
位
継
承
は
、「
皇
后
の
み
在
位
↓
皇
后
の
み
在

位
↓
皇
后
も
皇
太
后
も
不
在
」
と
い
う
状
況
下
で
行
わ
れ
た
も
の
で

あ
る
。
他
の
王
朝
と
の
比
較
を
容
易
に
す
る
た
め
、
こ
こ
で
は
、
帝
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位
継
承
の
状
況
を
次
の
よ
う
に
記
号
化
し
て
み
よ
う
。

A
＝
先
帝
皇
后
と
皇
太
后
が
と
も
に
在
位
し
て
い
た
場
合

B
＝
皇
后
の
み
が
在
位
し
て
い
た
場
合

C
＝
皇
太
后
（
も
し
く
は
太
皇
太
后
）
の
み
が
在
位
し
て
い
た
場
合

D
＝
皇
后
・
皇
太
后
と
も
に
不
在
で
あ
っ
た
場
合

前
漢
か
ら
西
晋
の
帝
位
継
承
は
、
以
下
の
と
お
り
と
な
っ
た
。

前
漢
： 

B
↓
A
↓
C
↓
D
↓
A
↓
A
↓
D
↓
B
↓
C
↓
A
↓
A
↓ 

A
↓
C

後
漢
： 

B
↓
B
↓
B
↓
B
↓
C
↓
C
↓
C
↓
B
↓
C
↓
C
↓
B
↓ 

B
↓
D

魏　

：
A
↓
B
↓
C
↓
C

西
晋
：
B
↓
B
↓
D

皇
太
后
在
位
期
間
が
長
か
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
、
前
漢
と
魏
に
お

い
て
は
、
皇
太
后
が
存
在
す
る
A
と
C
の
状
況
下
で
帝
位
継
承
が
行

わ
れ
た
事
例
が
多
い
。
と
く
に
A
（
皇
后
、
皇
太
后
と
も
に
在
位
）

の
状
況
は
、
前
漢
で
五
回）

28
（

、
魏
で
一
回
あ
っ
た
が
、
こ
の
六
回
の
継

承
は
い
ず
れ
も
、
皇
后
か
ら
み
て
子
世
代
に
あ
た
る
男
子
が
、
先
帝

崩
御
前
に
帝
嗣
に
定
ま
り
、
こ
の
子
の
即
位
に
よ
り
皇
后
が
皇
太
后

と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
三
例
は
皇
后
の
非
実
子
（
前
漢
元
帝
、

同
哀
帝
、
魏
明
帝
）
が
即
位
し
た
が
、
前
節
第
一
項
で
確
認
し
た
と

お
り
、
彼
ら
は
い
ず
れ
も
先
帝
崩
御
前
に
皇
后
の
養
育
や
推
薦
を
受

け
た
。
皇
后
の
承
認
や
養
育
が
帝
嗣
決
定
に
影
響
し
て
い
る
こ
と
か

ら
み
て
、
皇
太
后
が
在
位
し
て
も
、
帝
嗣
決
定
の
場
面
に
お
い
て
は

皇
后
の
存
在
が
重
視
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、

A
の
状
況
を
B
の
変
型
と
見
な
し
、
A
を
B
と
あ
ら
た
め
て
継
承

を
整
理
す
る
と
、
以
下
の
如
く
に
な
る
。

前
漢
： 

B
↓
B
↓
C
↓
D
↓
B
↓
B
↓
D
↓
B
↓
C
↓
B
↓
B
↓ 

B
↓
C

後
漢
： 

B
↓
B
↓
B
↓
B
↓
C
↓
C
↓
C
↓
B
↓
C
↓
C
↓
B
↓ 

B
↓
D

魏　

：
B
↓
B
↓
C
↓
C

西
晋
：
B
↓
B
↓
D

こ
う
し
て
み
る
と
、
西
晋
は
C
の
状
況
下
で
帝
位
継
承
を
行
う
機

会
に
恵
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
は
っ
き
り
す
る
。
皇
太
后
在
位

期
間
が
短
か
っ
た
後
漢
で
す
ら
、
全
十
三
回
の
継
承
の
う
ち
、
皇
太

后
が
在
位
す
る
C
の
状
況
が
五
回
現
出
し
た
。
で
は
、
こ
の
五
回
の

継
承
時
（
5
代
↓
6
代
、
6
代
↓
7
代
、
7
代
↓
8
代
、
9
代
↓
10

代
、
10
代
↓
11
代
）
に
、
後
漢
で
は
何
が
起
き
て
い
た
の
で
あ
ろ
う

か
。後

漢
帝
系
図
（
図
B
）
を
み
る
と
、
和
帝
以
降
の
皇
帝
は
、
3
代

章
帝
の
子
世
代
に
分
岐
し
た
五
系
統
の
い
ず
れ
か
を
出
自
と
し
て
い

た
こ
と
が
わ
か
る
。
す
な
わ
ち
、
主
系
統
た
る
和
帝
系
の
ほ
か
、
千

乗
王
系
、
済
北
王
系
、
清
河
王
系
、
河
間
王
系
で
あ
る
。
最
初
の
C

の
状
況
、
す
な
わ
ち
5
代
（
殤
帝
）
か
ら
6
代
（
安
帝
）
の
継
承
時
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は
、
和
帝
系
か
ら
清
河
王
系
に
帝
位
が
移
動
し
た
。
6
代
か
ら
7
代

（
北
郷
侯
）の
時
に
は
清
河
王
系
か
ら
済
北
王
系
、7
代
か
ら
8
代（
順

帝
）
は
済
北
王
系
か
ら
清
河
王
系
、
9
代
（
冲
帝
）
か
ら
10
代
（
質

帝
）
は
清
河
王
系
か
ら
千
乗
王
系
、
10
代
か
ら
11
代
（
桓
帝
）
は
千

乗
王
系
か
ら
河
間
王
系
へ
と
、系
統
間
の
乗
り
換
え
が
起
き
て
い
る
。

前
漢
（
9
代
か
ら
10
代
、
13
代
か
ら
14
代）

29
（

）、
魏
（
3
代
か
ら
4
代
、

4
代
か
ら
5
代
）に
お
い
て
も
、C
の
状
況
で
は
帝
系
の
変
更
が
あ
っ

た
。
勿
論
、
そ
の
実
態
に
は
相
違
が
あ
る
。
た
と
え
ば
、
安
帝
閻
皇

后
は
北
郷
侯
へ
の
継
承
直
前
に
皇
太
后
と
な
っ
た
が
、先
述
の
如
く
、

こ
の
就
位
は
前
例
に
違
う
手
順
に
よ
り
挙
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
北
郷
侯
夭
折
の
の
ち
即
位
し
た
順
帝
の
即
位
は
、
閻
皇
太
后

の
意
を
汲
ん
で
は
い
な
い
。
こ
の
よ
う
に
、
継
承
の
事
情
に
違
い
は

あ
っ
た
が
、
皇
太
后
の
み
が
在
位
し
て
い
た
が
故
に
、
異
系
統
へ
の

継
承
が
可
能
と
な
っ
た
点
は
共
通
し
て
い
る
。

一
方
、
皇
太
后
不
在
が
常
態
化
し
た
西
晋
の
場
合
、
帝
嗣
決
定
に

影
響
を
及
ぼ
し
う
る
の
は
皇
后
だ
け
で
あ
る
。
皇
后
に
実
子
が
い
れ

ば
実
子
に
、
い
な
い
場
合
で
も
、
帝
嗣
に
は
子
世
代
の
子
を
望
む
は

ず
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
子
世
代
に
帝
位
を
継
が
せ
よ
う
と
す
る
力

が
強
く
働
い
た
点
に
、
西
晋
の
帝
位
継
承
の
特
徴
は
あ
る
。

二
十
六
人
の
男
子
に
恵
ま
れ
た
武
帝
の
治
世
に
お
い
て
は
、
か
か

る
特
徴
が
問
題
視
さ
れ
る
べ
く
も
な
い
が
、
恵
帝
代
は
事
情
が
異
な

る
。
恵
帝
に
は
、皇
太
子
以
外
の
男
子
が
い
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

恵
帝
即
位
時
（
二
九
〇
年
）
の
賈
皇
后
は
三
十
三
歳
、
嫁
い
で
以
来

十
八
年
間
男
子
を
生
ん
で
は
い
な
い
。
お
そ
ら
く
自
ら
の
所
生
の
子

が
帝
嗣
と
な
り
え
な
い
こ
と
を
、
賈
后
も
予
想
し
て
い
た
は
ず
で
あ

る
。
賈
后
一
派
が
、楊
太
后
ら
を
打
倒
し
た
の
は
こ
の
頃
（
元
康
元
、

二
九
一
年
）
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
て
恵
帝
代
は
、
皇
帝
の
実
子
の
数

が
限
ら
れ
て
い
る
に
も
拘
わ
ら
ず
、
子
世
代
へ
の
継
承
を
想
定
せ
ね

ば
な
ら
な
い
と
い
う
矛
盾
を
内
包
し
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。

そ
の
上
、
賈
后
と
太
子
遹
の
関
係
が
悪
か
っ
た
こ
と
が
、
事
態
を

複
雑
に
し
た
。
仮
に
皇
太
子
が
廃
位
さ
れ
れ
ば
、
賈
后
打
倒
や
幼
帝

即
位
な
ど
の
混
乱
発
生
も
予
想
さ
れ
、
王
朝
の
将
来
は
極
め
て
不
透

明
で
あ
っ
た
。
か
か
る
状
況
で
あ
れ
ば
こ
そ
、
い
ま
何
を
す
べ
き
か

と
考
え
た
人
も
少
な
く
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

脩
肅
も
、
そ
の
一
人
で
は
な
か
っ
た
か
。
脩
肅
と
は
、
前
掲
『
晋

書
』
巻
五 

懐
帝
紀
即
位
条
に
み
え
た
予
章
王
熾
（
懐
帝
）
の
家
臣

で
あ
り
、
予
章
王
を
説
き
伏
せ
、
皇
太
弟
就
位
を
承
諾
さ
せ
た
人
物

で
あ
る
。
前
掲
引
用
で
省
略
し
た
発
言
を
以
下
に
記
し
て
み
よ
う
。

典
書
令
廬
陵
脩
肅
曰
「
二
相
（
東
海
王
越
・
河
間
王
顒
）
経
営
王

室
、
志
寧
社
稷
、
儲
貳
之
重
、
宜
帰
時
望
、
親
賢
之
挙
、
非
大
王

而
誰
？
清
河
幼
弱
、
未
允
衆
心
、
是
以
既
升
東
宮
、
復
賛
藩
国
。

今
乗
輿
播
越
、
二
宮
久
曠
、
常
恐
氐
羌
飲
馬
於
涇
川
、
螘
衆
控
弦

於
霸
水
。
宜
及
吉
辰
、
時
登
儲
副
、
上
翼
大
駕
、
早
寧
東
京
、
下

允
黔
首
喁
喁
之
望
。」
帝
曰
「
卿
、
吾
之
宋
昌
也
」。
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脩
肅
は
、
皇
帝
が
洛
陽
に
お
ら
ず
異
民
族
の
脅
威
が
迫
る
な
か
、「
幼

弱
」な
者
が
帝
嗣
と
な
っ
て
も
人
心
を
得
ら
れ
な
い
と
断
じ
て
い
る
。

帝
嗣
た
り
え
な
い
己
が
立
場
を
顧
慮
す
る
予
章
王
熾
に
向
か
い
、
い

ま
は
「
王
室
を
経
営
し
、
社
稷
を
寧
ん
ず
」
る
意
志
に
応
え
皇
太
弟

と
な
る
べ
き
で
あ
る
、
と
説
い
た
の
で
あ
る
。
発
言
の
根
底
に
、
国

家
存
亡
へ
の
危
機
感
が
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
を
受
け
て
、
熾
は
脩
肅
を
「
吾
が
宋
昌
な
り
」
と
称
え
、
就

位
を
決
意
し
た
の
で
あ
っ
た
。
宋
昌
と
は
、
前
漢
文
帝
（
劉
恒
）
に

仕
え
た
代
王
国
時
代
か
ら
の
側
近
で
あ
る
。
呂
氏
誅
滅
の
の
ち
、
先

帝
皇
后
と
皇
太
后
が
と
も
に
不
在
と
い
う
状
態
の
中）

30
（

 

、
漢
の
廷
臣

ら
に
即
位
を
促
さ
れ
た
の
が
、
継
承
者
の
範
囲
外
に
い
た
代
王
の
劉

恒
で
あ
っ
た
。
劉
恒
も
代
国
家
臣
団
も
は
じ
め
は
上
京
に
消
極
的
で

あ
っ
た
が
、
宋
昌
は
王
を
説
き
伏
せ
、
つ
い
に
は
文
帝
即
位
を
実
現

し
た）

31
（

。
そ
の
結
果
漢
は
息
を
吹
き
返
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
彼
は
ま

さ
に
漢
再
興
の
功
臣
で
あ
っ
た
。
脩
肅
を
「
宋
昌
」
と
称
え
る
こ
と

で
、
予
章
王
熾
は
自
ら
の
皇
太
弟
就
位
を
漢
文
帝
の
即
位
に
擬
え
た

の
で
あ
る
。
皇
太
弟
冊
立
が
王
朝
再
興
を
目
指
す
、
異
系
統
へ
の
帝

位
移
行
の
布
石
で
あ
る
と
理
解
し
て
い
た
こ
と
に
な
ろ
う）

32
（

。

し
て
み
る
と
「
皇
太
弟
」
の
冊
立
は
、
皇
太
后
不
在
が
常
態
化
す

る
な
か
、
西
晋
の
未
来
を
憂
慮
す
る
人
々
の
捻
出
し
た
王
朝
再
興
策

で
あ
っ
た
と
見
做
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
た
し
か

に
成
都
王
穎
の
よ
う
に
、
こ
の
地
位
を
都
合
よ
く
利
用
す
る
者
も
出

現
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、「
皇
太
弟
」
の
冊
立
を
推
進
し
、
そ
れ

を
支
え
た
人
々
の
心
に
根
ざ
す
も
の
は
、
王
朝
存
続
へ
の
希
求
で
あ

る
。
王
朝
に
危
機
的
状
況
が
迫
る
な
か
、
王
朝
を
再
興
せ
ん
と
す
る

意
志
が
、「
皇
太
弟
」
な
る
存
在
を
生
み
出
し
た
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

本
稿
で
は
、
西
晋
恵
帝
期
に
繰
り
返
さ
れ
た
羊
皇
后
廃
位
と
、
皇

太
弟
冊
立
と
の
相
関
を
確
認
し
た
。
皇
后
は
帝
嗣
決
定
に
一
定
の
影

響
力
を
も
つ
が
、
子
世
代
の
皇
族
が
帝
位
を
継
承
す
る
場
合
に
の
み

皇
太
后
と
な
り
得
る
と
い
う
了
解
の
も
と
、
羊
皇
后
は
皇
太
弟
の
冊

立
と
即
位
を
阻
む
存
在
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。一
方
、

恵
帝
存
命
中
の
皇
太
弟
冊
立
は
、
羊
皇
后
の
動
き
を
あ
ら
か
じ
め
封

じ
る
た
め
の
策
で
あ
っ
た
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。

考
察
を
通
じ
て
明
ら
か
に
な
っ
た
西
晋
の
帝
位
継
承
の
特
徴
は
、

皇
太
后
不
在
が
常
態
化
し
、
皇
后
の
み
が
在
位
す
る
こ
と
に
よ
り
、

帝
嗣
選
択
の
範
囲
が
子
世
代
に
限
定
さ
れ
る
傾
向
が
予
測
し
え
た
点

で
あ
る
。幼
帝
に
は
処
し
難
い
状
況
の
迫
っ
た
恵
帝
期
に
、「
皇
太
弟
」

な
る
存
在
が
登
場
し
た
の
は
、
皇
太
后
不
在
の
状
況
に
お
い
て
も
帝

統
の
移
行
を
可
能
と
す
る
た
め
で
あ
っ
た
。

そ
れ
に
し
て
も
、
皇
后
と
は
不
思
議
な
存
在
で
あ
る
。
彼
女
は
、

夫
（
皇
帝
）
の
死
後
、
夫
の
系
統
を
子
世
代
へ
と
つ
な
ぐ
こ
と
を
自
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ら
に
課
す
。
と
こ
ろ
が
、
次
世
代
の
子
の
母
と
し
て
「
皇
太
后
」
の

地
位
を
得
る
や
、
と
き
に
王
朝
存
続
の
た
め
、
夫
の
血
筋
か
ら
乗
り

換
え
て
、
帝
位
を
別
系
統
に
移
行
す
る
役
割
を
担
う
。「
皇
太
弟
」

称
の
創
設
は
、
こ
の
女
性
の
影
響
下
に
あ
る
帝
位
継
承
の
し
く
み
自

体
に
変
更
を
加
え
よ
う
と
す
る
、
帝
室
側
か
ら
の
試
み
で
あ
っ
た
と

も
考
え
ら
れ
る
。

か
つ
て
、
下
倉
渉
氏
は
中
国
王
朝
の
体
制
変
化
を
、「
母
の
原
理
」

を
有
効
と
す
る
国
家
運
営
か
ら
、「
父
の
原
理
」
へ
の
一
元
化
の
流

れ
と
し
て
と
ら
え）

33
（

、
中
国
皇
帝
制
度
の
全
体
像
を
俯
瞰
し
た
。
本
稿

で
論
じ
た
「
皇
太
弟
」
な
る
存
在
を
、
こ
の
流
れ
の
中
に
位
置
づ
け

る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
「
母
の
原
理
」
の
象
徴
た
る
皇
太
后
を
介
さ
ず

に
帝
位
継
承
を
行
お
う
と
す
る
、
帝
室
（
父
系
親
族
）
に
よ
る
挑
戦

で
あ
っ
た
と
も
い
い
う
る
。
西
晋
の
滅
亡
を
思
え
ば
、
こ
の
試
み
は

成
功
し
た
と
は
い
い
難
い
が
、「
皇
太
弟
」
と
い
う
存
在
の
中
に
、「
母

の
原
理
」
を
超
克
せ
ん
と
す
る
意
識
の
萌
芽
を
見
る
の
で
あ
る
。

　

注
（
1
）　

藤
川
正
数
『
漢
代
に
お
け
る
礼
学
の
研
究
』（
風
間
書
房
、

一
九
六
八
）
の
第
二
章
。
鷲
尾
佑
子
「
漢
代
宗
族
に
お
け
る
世
代
間

尊
卑
の
確
立
に
つ
い
て 

│ 

昭
穆
と
継
承 

│
」（『
立
命
館
文
学
』

五
六
〇
、
一
九
九
九
）。

（
2
）　

龐
駿
「
西
晋
的
立
儲
与
皇
太
弟
・
皇
太
孫
制
度
」（『
閲
江
学
刊
』

二
〇
一
四
│
四
）。
三
田
辰
彦
「
西
晋
後
期
の
皇
位
継
承
問
題
」（『
集

刊
東
洋
学
』
九
九
、
二
〇
〇
八
）。
岡
部
毅
史
「
西
晋
皇
太
弟
初
探
」

（『
東
方
学
』
一
二
九
、
二
〇
一
五
）。
姜
望
来
「
両
晋
南
北
朝
〝
皇

太
弟
〞
考
略
」（『
魏
晋
南
北
朝
隋
唐
史
資
料
』
第
三
〇
輯
、

二
〇
一
四
）。

（
3
）　

胡
志
佳「
恵
帝
羊
皇
后
与
西
晋
政
局
」（『
逢
甲
人
文
社
会
学
報
』八
、

二
〇
〇
四
）。
高
茂
平
・
劉
清
「
論
西
晋
恵
帝
羊
皇
后
」（『
楽
山
師

範
学
院
学
報
』
二
〇
〇
四
│
七
）。
胡
暁
明
「
論
恵
羊
皇
后
与
晋
末

政
治
」（『
許
昌
学
院
学
報
』
二
〇
〇
九
│
一
）。

（
4
）　

安
田
二
郎
「
西
晋
武
帝
好
色
攷
」（『
東
北
大
学
東
洋
史
論
集
』
第

七
輯
、
一
九
九
八
、
同
『
六
朝
政
治
史
の
研
究
』
京
都
大
学
学
術
出

版
会
、
二
〇
〇
三
所
収
）。

（
5
）　

注
2
所
掲
三
田
論
文
。

（
6
）　

胡
暁
明
「
西
晋
後
期
嗣
君
之
争
考
論
」（『
南
京
暁
庄
学
院
学
報
』

二
〇
一
一
│
五
）
は
、
賈
皇
后
ら
を
廃
案
の
主
体
と
想
定
す
る
。

（
7
）　

窪
添
慶
文
「
北
魏
の
太
子
監
国
制
度
」（
池
田
温
編
『
日
中
律
令

制
の
諸
相
』
東
方
書
店
、
二
〇
〇
〇
、
同
『
魏
晋
南
北
朝
官
僚
制
研

究
』
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
三
所
収
）。
織
田
め
ぐ
み
「
東
晋
末
期
に

お
け
る
武
陵
王
遵
の
承
制
│
両
晋
期
に
お
け
る
承
制
の
変
遷
を
通
し

て
│
」（『
京
都
女
子
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
研
究
紀
要
』
史
学
編

一
四
、
二
〇
一
五
）。
な
お
『
晋
書
』
巻
四
一
高
光
伝
に
「
初
、
光

詣
長
安
留
台
、以
韜
兼
右
衛
将
軍
」
と
あ
り
、長
安
に
も
留
台
が
あ
っ

た
か
の
記
事
が
あ
る
が
、
陶
賢
都
「『
晋
書
・
高
光
伝
』
標
点
弁
誤

一
則
」（『
中
国
史
研
究
』二
〇
〇
三
│
三
）が
指
摘
す
る
と
お
り「
初
、

光
詣
長
安
、
留
台
以
…
…
」
と
標
点
す
べ
き
で
あ
る
。
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（
8
）　

注
3
所
掲
論
文
参
照
。

（
9
）　

岡
安
勇「
中
国
古
代
史
料
に
現
れ
た
席
次
と
皇
帝
西
面
に
つ
い
て
」

（『
史
学
雑
誌
』
九
二
│
九
、
一
九
八
三
）、同
「
漢
魏
時
代
の
皇
太
后
」

（『
法
政
史
学
』
三
五
、
一
九
八
三
）。

（
10
）　

谷
口
や
す
よ
「
漢
代
の
皇
后
権
」（『
史
学
雑
誌
』
八
七
│
一
一
、 

一
九
七
八
）。

（
11
）　

皇
后
に
実
子
が
い
れ
ば
、
そ
の
子
が
帝
嗣
に
選
ば
れ
る
こ
と
を
望

む
の
は
自
然
な
こ
と
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
先
帝
存
命
中
の
皇
后

の
動
き
は
史
料
に
残
り
に
く
か
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

（
12
）　

礼
制
上
の
継
承
は
、
注
1
所
掲
藤
川
書
、
新
田
元
規
「
君
主
継
承

の
礼
学
的
説
明
」（『
中
国
哲
学
研
究
』
二
三
、
二
〇
〇
八
）。

（
13
）　

注
1
所
掲
鷲
尾
論
文
。

（
14
）　

渡
邉
将
智
「
後
漢
安
帝
の
親
政
と
外
戚
輔
政
」（『
東
洋
学
報
』

九
三
│
四
、
二
〇
一
二
）
も
同
じ
結
論
を
得
て
い
る
。

（
15
）　

前
漢
最
後
の
皇
帝
と
さ
れ
る
孺
子
嬰
は
、『
漢
書
』
巻
九
九
上 

王

莽
伝
に
「（
居
摂
元
年
、
後
六
年
）
三
月
己
丑
、
立
宣
帝
玄
孫
嬰
為

皇
太
子
、
号
曰
孺
子
」
と
あ
る
と
お
り
、
平
帝
崩
御
（
建
始
五
年
、

後
五
年
一
二
月
）
の
の
ち
皇
太
子
に
即
位
し
て
い
る
た
め
、
孺
子
嬰

を
皇
帝
に
数
え
ず
、
後
六
年
か
ら
八
年
は
考
察
の
対
象
外
と
し
た
。

（
16
）　

文
帝
の
実
母
薄
太
后
は
、
皇
后
を
経
て
い
な
い
の
で
除
外
し
た
。

（
17
）　

2
代
恵
帝
の
張
皇
后
は
、
少
帝
の
即
位
後
も
皇
太
后
に
な
ら
ず
、

新
帝
の
祖
母
呂
氏
が
皇
太
后
位
を
保
持
し
た
。
呂
氏
専
権
に
つ
い
て

は
、
純
粋
に
皇
太
后
と
し
て
君
臨
し
た
と
は
言
い
切
れ
な
い
こ
と
、

ま
た
前
漢
初
期
は
「
皇
后
、
皇
太
后
、
太
皇
太
后
と
い
っ
た
整
然
と

し
た
称
号
が
、
秦
以
来
継
承
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
」
と
い
う

保
科
季
子
「
天
子
の
好
逑 

│ 

漢
代
の
儒
教
的
皇
后
論 

│
」（『
東
洋

史
研
究
』
六
一
│
二
、
二
〇
〇
二
）
の
指
摘
に
従
い
、
本
稿
で
は
皇

太
后
と
帝
嗣
と
の
関
係
を
考
察
す
る
参
照
事
例
と
し
て
扱
わ
な
い
。

（
18
）　

西
嶋
定
生「
武
帝
の
死 

│ 『
塩
鉄
論
』の
政
治
史
的
背
景 

│
」（『
古

代
史
講
座
』
一
一
、
学
生
社
、
一
九
六
五
、
同
『
中
国
古
代
国
家
と

東
ア
ジ
ア
世
界
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
三
所
収
）
は
、
反
霍

光
ク
ー
デ
タ
の
失
敗
か
ら
、
劉
賀
は
廃
位
さ
れ
た
と
推
察
す
る
。

（
19
）　
『
漢
書
』
巻
九
七
上 

外
戚
伝
上 

孝
昭
上
官
皇
后
伝
に
は
、
宣
帝
即

位
時
に
す
で
に
「
太
皇
太
后
」
に
な
っ
て
い
た
と
あ
る
が
、
宣
帝
紀

と
元
帝
紀
の
記
事
に
従
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

（
20
）　

谷
口
や
す
よ
「
漢
代
の
『
太
后
臨
朝
』（『
歴
史
評
論
』
三
五
九
、 

一
九
八
〇
）
参
照
。

（
21
）　

済
北
王
子
は
、
先
王
（
劉
壽
）
の
子
か
、
新
王
の
子
か
不
明
。

（
22
）　

劉
蒜
は
6
代
安
帝
、
8
代
順
帝
、
9
代
冲
帝
と
同
じ
く
清
河
王
系

統
。
蒜
の
父
延
平
の
出
自
は
10
代
質
帝
と
同
じ
く
楽
安
王
系
統
。
す

な
わ
ち
9
代
、
10
代
の
皇
帝
の
近
縁
で
あ
る
。

（
23
）　

梁
冀
の
勢
力
基
盤
に
つ
い
て
は
渡
邉
義
浩
「
後
漢
時
代
の
外
戚
に

つ
い
て
」（『
史
峯
』
五
、一
九
九
〇
、同
『
後
漢
国
家
の
支
配
と
儒
教
』

雄
山
閣
、
一
九
九
五
所
収
）、
渡
邉
将
智
「
梁
冀
政
権
の
権
力
構
造
」

（『
史
滴
』
二
九
、
二
〇
〇
七
）
参
照
。
な
お
平
松
明
日
香
「
後
漢
時

代
の
太
后
臨
朝
と
そ
の
側
近
勢
力
」（『
東
洋
史
研
究
』
七
二
│
二
、

二
〇
一
三
）
は
、
こ
の
た
び
の
梁
冀
の
動
き
が
梁
太
后
の
所
望
と
合

致
し
て
い
な
か
っ
た
可
能
性
を
示
唆
す
る
。

（
24
）　

魏
の
三
代
斉
王
芳
の
出
自
は
定
か
で
は
な
い
と
さ
れ
る
が
、『
三

国
志
』
巻
四 
三
少
帝
・
斉
王
紀
所
引
の
『
魏
氏
春
秋
』
に
従
い
、
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曹
楷
の
実
子
で
あ
る
と
し
て
系
図
を
作
成
し
た
。

（
25
）　

郭
太
后
の
地
位
に
つ
い
て
は
下
倉
渉
「『
太
后
詔
曰
』
攷
」（『
東

北
大
学
東
洋
史
論
集
』
九
、
二
〇
〇
三
）
参
照
。

（
26
）　

注
2
所
掲
三
田
論
文
は
、
河
間
王
が
「
五
服
」
の
範
囲
内
か
ら
帝

嗣
を
選
出
し
よ
う
と
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
推
察
す
る
が
、
礼

制
に
違
う
皇
太
弟
冊
立
を
断
行
し
た
河
間
王
が
、
あ
え
て
五
服
に
こ

だ
わ
る
必
要
が
あ
っ
た
の
か
疑
問
が
残
る
。

（
27
）　

前
漢
は
、
平
帝
崩
御
の
後
五
年
ま
で
を
計
算
の
対
象
と
し
た
（
注

15
）。
西
晋
の
羊
皇
后
の
在
位
期
間
は
、
四
年
間
と
し
て
計
算
し
た
。

（
28
）　

3
代
少
帝
恭
の
事
例
は
考
察
対
象
か
ら
除
く
。
注
17
参
照
。

（
29
）　

前
漢
3
代
か
ら
4
代
へ
の
帝
位
継
承
は
同
系
の
兄
弟
間
で
行
わ
れ

て
い
る
が
、
皇
太
后
事
例
と
し
て
扱
わ
な
い
。
注
17
参
照
。

（
30
）　

こ
の
と
き
は
、「
皇
太
后
」
称
を
も
た
な
い
先
々
帝
（
2
代
恵
帝
）

皇
后
の
張
氏
が
い
た
。
張
氏
が
順
当
に
皇
太
后
と
な
っ
た
な
ら
ば
、

こ
れ
は
D
で
は
な
く
C
の
事
例
に
数
え
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。

（
31
）　

文
帝
の
即
位
事
情
の
詳
細
は
、
薄
井
俊
二
「
漢
の
文
帝
に
つ
い

て 

│ 

皇
帝
と
し
て
の
権
威
確
立
問
題
、
お
よ
び
対
匈
奴
問
題
を
め

ぐ
っ
て
」（『
埼
玉
大
学
紀
要
（
教
育
学
部
）』
人
文
・
社
会
科
学
、

四
四
一
、
一
九
九
五
）。

（
32
）　

礼
制
上
、
懐
帝
は
恵
帝
を
継
が
ず
、
武
帝
を
継
ぐ
も
の
と
さ
れ
た
。

『
晋
書
』
巻
六
八 

賀
循
伝
。
注
12
所
掲
新
田
論
文
。

（
33
）　

下
倉
渉
「
漢
代
の
母
と
子
」（『
東
北
大
学
東
洋
史
論
集
』
八
、

二
〇
〇
一
）。
な
お
、
下
倉
氏
も
記
す
と
お
り
、
親
族
観
念
の
変
化

と
し
て
「
母
の
原
理
」
か
ら
「
父
の
原
理
」
へ
と
い
う
流
れ
を
最
初

に
想
定
し
た
の
は
山
田
勝
芳「
中
国
古
代
の『
家
』と
均
分
相
続
」（『
東

北
ア
ジ
ア
研
究
』二
、
一
九
九
八
）で
あ
る
。
山
田
氏
に
よ
れ
ば
、「
父

の
原
理
」
の
優
位
は
、
魏
晋
代
の
洛
陽
貴
族
に
顕
著
で
あ
っ
た
。
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［表二］

皇太后（夫） 新帝　年齢 新帝即位 皇太后就位 日

前漢 呂氏（高祖） 恵帝 16 一二（前 195）年五月丙寅 同左 0

竇氏（文帝） 景帝 32 後七（前 157）年六月丁未 同左 0

王氏（景帝） 武帝 16 後三（前 141）年正月甲子 同左 0

上官氏（昭帝） 廃帝賀 19 元平元（前 74）年六月丙寅 同左 0

王氏（宣帝） 元帝 26 黄龍元（前 49）年一二月癸巳 同左 0

王氏（元帝） 成帝 19 竟寧元（前 33）年六月己未 同左 0

趙氏（成帝） 哀帝 19 綏和二（前 7）年四月丙午 同左 0

後漢 陰氏（光武帝） 明帝 30 中元二（五七）年二月戊戌 同左 0

馬氏（明帝） 章帝 19 永平一八（七五）年八月壬子 同左 0

竇氏（章帝） 和帝 10 章和二（八八）年二月壬辰 同左 0

鄧氏（和帝） 殤帝 1 元興元（一〇五）年一二月辛未 同左 0

閻氏（安帝） 北郷侯？ 延光四（一二五）年三月乙酉 同年三月辛未 －14

梁氏（順帝） 冲帝 2 建康元年（一四四）年八月庚午 同左 0

竇氏（桓帝） 霊帝 12 建寧元（一六八）年正月庚子 前一二月戊寅 －22

何氏（霊帝） 少帝 17 中平六（一八九）年四月戊午 同左 0

［表一］

A 永康元（三〇〇）年五月己巳（9日）　司馬臧（遹の子）が皇太孫に。

① 永康元（三〇〇）年一一月甲子（1日） 羊皇后冊立 趙王倫の臣下孫秀の建議による。

② 永康二（三〇一）年正月丙寅（10日） 1回目の廃位 趙王倫皇帝に即位。恵帝は太皇。

B 永康二（三〇一）年正月丙寅（10日）　臧は廃位され、癸酉（17日）趙王倫により殺害。

③ 永寧元（三〇一）年四月辛酉（7日） 羊皇后復位 趙王倫打倒される（三王起義）。

C 永寧元（三〇一）年五月　司馬尚（臧の弟）、皇太孫に。

D 永寧二（三〇二）年三月癸卯（24日）　司馬尚死亡。

E 永寧二（三〇二）年五月癸卯（25日）　司馬覃（清河王）が皇太子に。

④ 永安元（三〇四）年二月乙酉（17日） 2回目の廃位 成都王穎が羊皇后を廃位。

F 永安元（三〇四）年二月乙酉　　司馬覃、皇太子を廃位され清河王に。

G 永安元（三〇四）年三月戊申（11日）　成都王穎、皇太弟に。

⑤ 永安元（三〇四）年七月戊戌（3日） 復位 陳眕・上官巳らが羊氏を復位。

H 永安元（三〇四）年七月戊戌　　覃、皇太子に復位。

⑥ 永安元（三〇四）年八月戊辰（3日） 3回目の廃位 張方（河間王顒の部将）が廃位。

I 永安元（三〇四）年八月戊辰　覃、廃位。

⑦ 建武元年一一月辛丑（7日）
［※永安に復元した丙午は 12日］

復位 恵帝は張方によって長安に。荀藩ら
洛陽留台が羊氏を復位。

J 永安元（三〇四）年一二月丁亥（24日）　予章王熾、皇太弟に

⑧ 永興二（三〇五）年四月丙子（15日） 4回目の廃位 張方が羊皇后を廃位。

⑨ 永興二（三〇五）年一一月 復位 立節将軍の周權が羊氏を復位。

⑩ 永興二（三〇五）年一一月 5回目の廃位 何喬が周權を殺害、羊皇后を廃位。

⑪ 永興三（三〇六）年六月丙辰（1日）。 復位 恵帝により羊氏復位。

K 光煕元年（三〇六）一一月庚午（18日）恵帝崩御、予章王熾が即位（＝懐帝）。
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［表四］　皇后・皇太后在位期間早見表

皇帝 皇帝在位 　皇后　（在位） 皇太后（在位） 太皇太后

前

漢

①高祖 前 202−195 呂（前 202−195）

②恵帝 前 195−188 張（前 191−188） 呂（前 195−188）

③少帝恭 前 188−184 呂（前 188−184）

④少帝弘 前 184−180 呂（前 180） 呂（前 184−180）

⑤文帝 前 180−157 竇（前 179−157） 薄（前 180−157）

⑥景帝 前 157−141 薄（前 157−151）→王（前 150−141） 竇（前 157−141） 薄（157−155）

⑦武帝 前 141−87 陳（前 141−130）→衛（前 128−91） 王（前 141−126） 竇（141−135）

⑧昭帝 前 87−74 上官（前 83−74）

⑨廃帝賀 前 74 上官（前 74）

⑩宣帝 前 74−49 許（前 74−71）→霍（前 70−66）→王
（前 64−49）

上官（前 74−49）

⑪元帝 前 49−33 王（前 48−33） 王（前 49−33） 上官（前 49−37）

⑫成帝 前 33−7 許（前 31−18）→趙（前 16−7） 王（前 33−7） 王（前 33−16）

⑬哀帝 前 7−前 1 傅（前 7−前 1） 趙（前 7−前 1） 王（前 7−前 1）

⑭平帝 前 1−後 5 王（4−5） 王（前 1−後 5）

※孺子嬰 後 5−8 王（5−8）

後

漢

①光武帝 25−57 郭（26−41） →陰（41−57）

②明帝 57−75 馬（60−75） 陰（57−64）

③章帝 75−88 竇（78−88） 馬（75−79）

④和帝 88−105 陰（96−102）→鄧（102−105） 竇（88−97）

⑤殤帝 105−106 鄧（105−106）

⑥安帝 106−125 閻（115−125） 鄧（106−121）　

⑦北郷侯 125 閻（125）

⑧順帝 125−144 梁（132−144） 閻（125−126）

⑨冲帝 144−145 梁（144−145）

⑩質帝 145−146 梁（145−146）

⑪桓帝 146−167 梁（147−159）→鄧（159−165）→竇
（165−168）

梁（146−150）

⑫霊帝 168−189 宋（171−178）→何（180−189） 竇（168−172）

⑬少帝 189 何（189）

⑭献帝 189−220 伏（195−214）→曹（215−220）

魏

①文帝 220−226 郭（222−226） 卞（220−226）

②明帝 226−239 毛（227−237）→郭（238−239） 郭（226−235） 卞（226−230）

③斉王芳 239−254 甄（243−251）→張 （252−254）→王
（254）

郭（239−254）

④高貴郷公 254−260 卞（255−260） 郭（254−260）

⑤陳留王 260−265 卞（263−265） 郭（260−264）

西
晋

①武帝 265−290 楊（266−274）→楊（276−290） 王（265−268）

②恵帝 290−306 賈（290−300）→羊（300−306）
　　　　　※羊氏在位はおよそ 4年

楊（290−291）

③懐帝 306−311 梁（306−311）

④愍帝 313−316
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 薄氏 ①高祖 呂皇后  

⑤文帝 竇皇后  ②恵帝  張皇后（呂氏の孫娘）

⑥景帝 王皇后 ③少帝恭 ④少帝弘

⑦武帝

 廃太子 ⑧昭帝 上官皇后  劉胥   劉髆

 史皇孫  ⑨廃帝賀

⑩宣帝 王皇后    衛氏

傅氏  ⑪元帝 王皇后 馮氏 劉囂 

丁陶王 ⑫成帝 趙皇后 中山王 劉勲 

傅氏 ⑬哀帝 ⑭平帝 王皇后 劉顕

 孺子嬰 

図Ａ

①光武帝  陰皇后 

②明帝  馬皇后

♀ 申貴人 宋貴人 ③章帝  竇皇后 ♀

千乗王伉  済北王寿  清河王慶 ④和帝 鄧皇后 河間王開

劉寵 ⑦北郷侯懿 閻皇后 ⑥安帝 平原王勝  ⑤殤帝 劉翼 劉淑

劉鴻 劉得 劉延平 梁皇后 ⑧順帝 竇皇后 ⑪桓帝  劉萇

⑩質帝 劉蒜 ⑨冲帝 何皇后 ⑫霊帝 王氏 

⑬少帝 ⑭献帝

環氏    曹操  卞氏 

  曹據  曹宇 曹彰 仇氏  ①文帝   郭皇后

⑤曹奐 曹楷    曹霖 ②明帝   郭皇后  

③斉王芳 ④高貴郷公

図

? 

図Ｃ

? 

Ｂ
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①光武帝  陰皇后  

②明帝   馬皇后

♀  申貴人 宋貴人  ③章帝   竇皇后 ♀

千乗王伉    済北王寿    清河王慶 ④和帝 鄧皇后 河間王開

劉寵  ⑦北郷侯懿 閻皇后  ⑥安帝 平原王勝  ⑤殤帝 劉翼  劉淑

劉鴻 劉得 劉延平 梁皇后  ⑧順帝 竇皇后 ⑪桓帝  劉萇

⑩質帝 劉蒜 ⑨冲帝 何皇后 ⑫霊帝 王氏 

⑬少帝 ⑭献帝

環氏    曹操  卞氏 

  曹據  曹宇 曹彰 仇氏  ①文帝   郭皇后

⑤曹奐 曹楷    曹霖 ②明帝   郭皇后  

③斉王芳 ④高貴郷公

図
Ｂ

図Ｃ

??  

 司馬懿  司馬孚 

 王氏  司馬昭  司馬師  羊皇后 司馬瑰 

楊皇后  ①武帝（炎）  楊皇后    司馬攸 司馬顒 

賈皇后　 ②恵帝(衷）  羊皇后　司馬允　司馬遐　司馬穎   司馬晏　　③懐帝(熾)

 司馬遹  司馬覃  司馬詮  司馬端　 ④愍帝（鄴）

 司馬臧 司馬尚  

図Ｄ  

［表三］

前漢 後漢 魏 西晋

王朝存続 206 195 45 49

皇后在位 174（84%） 148（76%） 32（71%） 42（86%）

皇太后在位 141（68%） 48（25%） 40（89%） 4 （8%）


